








































































































































































































































































































































































大蔵省理財局 

大藏事務官渡辺正次郎 



Q 术蕾曼鲁鈒 


賴5大蔵財務協會編 








古來通货は交换 N 子段 VJt て、交换價値の尺庾どして、富の最も優れ先存在 形態 也し 
て、 t の誇代の人々に君臨し气人々は t の孜治的經濟的慾求を克先すため、通货を 
めぐつて興亡盛衰、杏愁哀樂の綠卷物をくり展げ气 t 乙ミに通货はその時弋の經育 
社會 (7 中から生れるべくして生まれ、， V の時代、％の社會の政殆、經濟、文化を表歡 する 
寵兒であつ先 V •共に、又そ.の時代の歷史を作り出し先暴君であつ先之も謂えよう0 
乙のような、通货のもつ皇要性を思う^ j き、わが國の通货'の變遂を择る乙ぞは趣りて 
興味の渾 > 乙えであるにもかかわらず、資科亀集の困難？^,あり、， j の i 刊行勢の^, る 
べきものが寡：：，。 

和同綫縝造發行？れてよりぉ it 一千二で五十年、， j の間の通货を寫真に鈥め 
を加え一巻を刊行する乙，^はま乙どに意義のある企禹であり、 財團 法人大 载昉務協會 
の典所え鬨係谷位の努々 VJ に深甚の款意を表するものである。 

本圖鑑が、早に古錢研究豕ゃ辑臬家に， J つてばかりで i く、 廣くわ が國の i 吏を— く 
ものに£つても a き伴保之5らん，を命望する。 

大藏省造幣舄長渡 隻、通 龜 




者 


編集 例 言 

一、 本書は學究の專 n 書え彝り、目で見 to 货带史であ气したがつて通史の叙逑も煩 

瑣にわ先らず、簡略に要を得るょぅにし.气 

» / 

二、 寫真を主尤した先め I の資料の十全を期 t 先，〇尤は勿論であるが、主尤して東京 
舌泉會、大藏省造帚馬並に印刷局、東京國爻博物難、遞儐博物館、製紙博物館等 
の探助を得て、はぽ遺愾なきを期し聲たつもりである。 

三、 もつ€も讓案丁銀•駿河墨書小利金等のょぅに記錄のみ殘つて實物の存し iv も 
のは、解說のみに£どめた。 、 

田、 德川幕府螢行货幣年表は資料え L ても異色あるものえ i ずる。 

五、 藩札類は周種頓雜にわたるので、代表的なものをかかげ則に記事 ft て藩札發行 
の記録を揭げ气 

六、 本書の躺集は、凡に淞浦數雄が KJ れに當り、筆寫に、照合に、斯眾备權威着の夕 
大の探 助を 戴 > 先はか、 前記谷位のお世話になつた。誌 t て 威謝の 意を表する 次 
茅である。 
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乾貞承神 
元観和功 
大永昌開 
宝宝宝宝 


鈴 

木 

寬 


天正小判佥 . 五 

天正通宝 . 五 

X # M S . ^ 

駿河墨書小判金 . 五 

大黑括袴丁銀•夷舂文字大黑丁銀 . 五 

永楽 P 宝(銅錢) . 五 

永楽通宝金銭及銀銭 . 五 

永楽銭の通用禁止と再公許 . 五 

^ 0 . i 

び た 錢 . 六 

鍋 0 . ^ 

德川政府の幣制確立 ... 六 

德川政府貨幣品位の齩秘 . 方 

金貨幣品位及其呼称 . 六 

小判金一枚の量目の算定 .. 七 

銀貨幣の呼称 . 七 

丁銀及豆板銀 . 七 

金舂両に対する銀貨幣の量目 . 七 


慶長丁銀豆板銀 
宝 永 銀 . 

二つ 宝…… 
三 つ 宝…… 

元文丁銀と豆板銀… 

金 座 . 

金座の事業…… 
京都の金座 
金座役員…… 

金座長官…… 
大判 座…… 
大判座長官…… 
宝永通宝…… 
天保通宝•…： 

鐵小銭…； 


通宝(建隆元年) 
通宝(永楽六年) 


青さし(五百文) 


選出作業 . . 

計 0 . . 

? S . . 

無印の W 形板 . 

圧印作業 . 

m s . 

でき 上った新貨幣 .. 

^ * . 

昭和二十三年ょり発行の舂0:黃鋇貸…‘ 

検査用計数板と新貨幣 . 

検出された傷物の貨幣 . 

計数機にょる袋詰 . 

袋納め作業 . 

小袋詰(白)封緘 ... 

麻袋詰封緘 . 

地下の大金庫に納入？れる貨幣 . 

0 . 

最古の貨幣和同開珎銀及銅貨 . 

和同開珎鋳造の手木銭開通元宝 . 

一千二百五十年前の和同銭鋳型 . 

白王朝十二銭… . 

和同開珎 萬年通宝 
隆平永宝 富壽神宝 
長年大宝 饒益神宝 
寬 •平大宝 延喜通宝 

鑄銭中絶時代 (外来錢時代) . 

開通元宝(武德四年)宋元 
至元通宝(至元元年)永楽 

銭の瞄黑時代 .. 

島 錢(五種) . 

びた錢(四種) . 

銅貨幣さし ... 

式千五百文？し千文(舂貫文)さし 

靑さし(参百文)百文さし . 

«古の金銭開基勝宝 . 

古丁 銀 . 


記事 目次 

題 簽 . 鈴木寬一 

題 言 ... 大蔵省造幣局長渡辺逸亀 

和同開你 ：'i . 一 

かいほぅ説とかいちん説 ... 一 

和同銭は支那銭に倣ぅ . . . 一. 

和同銭の通用価値 ....... 一 

蓄銭敍位令 ... 一 

開基勝宝 . 一一 

太平元宝 .. 一一 

萬年通宝 . 一一 

開基勝宝の発掘….… . 一一 

神吲開宝 ... 一一 

隆平永宝 ... 一一 

富壽神宝 . 一一 

承和昌宝 . 一一 

長年大宝 ... 一一 

饒益神宝 ..... 一一一 

貞観永宝 .. 三 

寬平大宝 . 一一 

延喜通宝 .... 一一一 

乾元大宝 . 三 

皇朝十二銭の不同及其後鋳銭事業の中絕 . 一一一 

皇朝十二銭後慶長までの我が国貨幣 . 一一一 

德;11氏鋳貨の起源 ... 四 

天正•文祿時代に行われた貨幣について . 四 

無名大判金 .. 四 

天正菱大判金 ... 四 

大佛大判金 ... 四 

古大判金•太閤大判金 ... 四 

天正長大判金 .. 四 

古丁 銀 . 四 

讓葉丁銀•御公用銀 . 五 

博多御用銀•石州丁銀 . 五 

駿河銀判 . 五 


札の起源 ..... …… 

明治の政府紙幣 ... …… . .. 

太政官札 ... 

発行の理由 . 

爲替会社の設立 . . . 

徳川幕府発行貨幣年表 (1) 丨(二) .11— 

德川幕府発行貨幣年表(三)—(四) . 11111 

藩礼発行記錄抜萃(一) . 

薷名 岸和田津 桑名 長島 神戸 菰野 亀山 度会府 . 

鳥羽 豊槺 岡琦 挙母 髙知 大垣 郡上加納 苗木 . 

和歌山田辺 新宮 徳島 高松 丸亀 広 島 费浦 清末 . 

山口 岩 H 福并 丸岡 鲭江 大野 勝山 . 

藩札癸行記錄抜萃(二) . . . 

藩名 前橋髙埼 館林 沼田 安中 笠間 下館 松代 . 

上田 淀 m 崎 津山 S 鶴田 岡山 福岡 秋月 . 

久留米柳河 三池 延岡 飫肥 佐土原髙鍋 佐質 島原 . 

唐津 平戸 小城 g ボ 人吉 鹿! M 島 . 

本邦货幣 IK 表 C 明治以降)(一)—(二) . 一七1 

本邦貨幣 IK 表 ( ク )( 三)丨(四) . ，一夂— 

日本銀行券一覧表(吿示順) . 

写真 目次 

新貨幣の製作(アルミ貨のできるまで) . 

アルミーークム 地金 . 

地金熔解作業 . 

鍺棒作業 . . . 

でき上った鋳棒 . 

鋳 棒圧延作業 . 

圧穿(打拔き)作業 . 

圧緣(耳竹け)作業 . 

圧綠機の 働きと 構造 . 

PJ 形と耳付済の比較 . . 

清 洗 作業 . 

A 迴転タンク ... 

B 水洗い . 

C 石鹸水洗滌 ... 

D 脫水乾燥作業 . 


0 
0 
0 
0 
1一 

四 

五 
五 
五 
五 

五 

六 

六 
六 
六 
六 
八 
10 
一一 
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文政小判金 . 一一五 

目印極印(二本) ... 一一五 

天保五両判金 . . . 0 

天保小判金 . 一 H < 

安政小判金 . 笑 

萬延小判金 . 二六 

春分判金 . 一一七 

慶長 元禄 宝永 駐雜 一兀文 . 一一七 

文政 天保 安政 萬延 . 一一七 

我分判金 . 毛 

文政(真文) 文政(草文)安政 萬延 . 一一七 

角形舂朱判金 文政 . 5 

古二朱判金 天保 . 11七 

弍朱判金 元禄 萬延 . 一一七 

江戸金 座 文政小判金作リ絵図 . -X 

地金の計量大吹所さをがね作り銅分含み「延金」取除き… 

延金の品位しらべ金の品位検定 ... 一一九 

小判の荒造り 淸造り . 二九 

鎚 目打ちと 端打ち極印 打ち . 一一 〇 

金座役人の極印打ち 小判の色揚げ .. 一一〇 

仕掛小判の保管できた小判の検査 . S 

包金所 金箱の蔵入れ . 一一 一一 

丁銀と豆板銀 . 一-三 

慶長銀 元祿銀 . 一 H 

宝永銀(二つ宝•永字銀•三つ宝•四つ宝) . 一 H 

正德•享保銀 元文銀 文政銀 . 蓋 

天保銀 安政銀 各地藩の切銀 . i 

明 和 五匁銀 明和南镣(弍朱銀) . 一一一四 

文政南镣(二朱銀) 文政一朱銀 . 蛋 

天保舂分銀 嘉永舂朱銀 . M 

安政舂分銀 安政弍朱銀 . 1 

皂分銀卖拾五両包 ... 1-一五 

卷朱銀武拾五両包 . 三五 

弍分判(金)百両包 . 豈 

弍朱判(金)五拾 S . 蓋 


備前岡山藩銀札拾匁 .. 园 

安藝広島藩銀札五匁 . M 

攝津尼ヶ崎藩銀札拾匁 . 四五 

尾張名古屋藩金札皂両(米切手) . 登 

出雲母里藩銭札參拾文弍拾文：： . 四六 

紀伊根来銀札产 e 匁 . 1 

備中宮内銀札舂匁 . 吳 

近江老蘇銀札窀匁(豆手形) . 四六 

播磨佐用銀札百目(旗下札) . 四七 

近江伊庭銀札弍匁(種切手) . 四七 

大和郡山藩銭札五百文 . 四七 

近江朽木 銭四拾八文(炭札二斗) . 四七 

ク 銭五百文(ク卷俵) . 四七 

土佐高知藩金礼五両 . 四八 

攝津灘爲替手形—銀拾匁札、銭四百文札 . 四八 

日本最大の藩礼熊本藩細川家発行銭皂貫匁札 . 四九 

長崎唐館紙幣 . 免 

德川時代藩礼の版木(三種) . 四九 

仙台領石卷に於て宽永通宝鋳造絵図 1 1五 . き 

仙台領石巻に於て寬永通宝鋳造絵図六—十一一 . 五一 

德川時代銭座にて使用砥石•坩堝 . .五一一 

千両箱(銀箱)二種 . 丑一一 

江戸時代の各種千两箱(五種) . 五三 

江戸時代の天秤 . 五四 

金座にて天秤使用の図 . 五四 

天秤の木爪部分拡大図 . 五四 

古天秤一挺附属品共 . 五四 

二百三十八年前の古天秤 . 五四 

江戶時代両替屋で使用の天秤の分銅 . 五五 

分銅 I 通リ十九個 . 五五 

五百匁(伍拾両)の分銅 .. 量 

分銅を重ねた側面 . 五五 

江戸両替屋店頭図.(三組両替屋) . 要ハ 

小判歪•み直し木台 . 五六 


竹 流 金(無印•菊桐極印つき二種)； 

幕府以外の貨幣加賀の金銀と甲州金 . 

加賀牛舌大判金 ... 

加賀花降拾両 . 

加賀花降切銀 ... 

甲州の金玉拾種 .. 

甲信越地域地図 . 

;11中島合戦両英雄奮戦の図 . 

天正長大判金 . 

武蔵墨書小判金 . 

太閤 n 歩 判 金 . 

大阪舂分 . 

後藤德乗の 像 …： . . 

後藤家系譜 .. …： . 

後藤家二代ょり十七代に至る目貫の代表作品 

德川氏造幣機構図 . . 

德川幕府発行貨幣種別表 . 

慶長大判金(笹書大判) . . 

元祿大判金 ..... 

享保大判金： . 

天保大判金 ... 

萬延大判金 . 

大判の鎚目 (吳座 目) . 

天正大判金 . 

慶長大判金…………. . 

元禄大判金 . 

鲍熨斗の吳座目 . 

天保大判金 . 

萬延 大判金…： .. 

大小さまざまの小判春両 . 

慶長小判金…： . 

元禄小判金 . 

宝，牙小判金… .. 

正德 h 判^ . 

享保小半金 

元文小判金 ... 


商用銀五百目包 . 

保字小判百両包 . 

新小判 C 萬延)百両包 . 

銀の枚包 . 

銀二枚包(三井次郎右衛門包)•銀五枚包•…… 

白銀一枚包銀の常是包 . 

皂分銀弍拾五両包の大きさク . 

大判•小判•春分判武分判の大きさ . 

大判と拾 n 青銅貨の比較 . 

大判と拾 Fq 青銅貨のギザメと極印 . 

宝永通宝(拾文銭) . 

寛永文銭 . 

寬永精鉄四文銭 . 

寬永鉄舂文銭 . 

文久永宝四文銭 . 

銭 独楽 . 

寬永通宝铸放銭(真鍮銭〕 . 

寬永四文銭(真鍮銭) . 

天保通宝 (銅百文銭) . 

天保通宝の枝銭 . 

天保通宝種銭鍺造場の図 . 

天保通宝鋳造の図 . 

変形の銭 . 

細倉当百文(鉛銭) . 

凾館貧宝「丸い孔」(銕銭) . 

米沢藩二百文(鉛銭) .. 

仙台通宝(鉄銭)切手銭(鉛) . 

見せ 銭 ... 

盛岡銅山(天保銭型)土佐官券(天保銭型)…： 

珍重された、さまざまの絵錢 . 

長崎で製造 li [ 出された支那銭四種 . 

永曆通宝(外三種 〕…： •• . . . . 

上野寬永寺五重塔ょり出た古銭と古胬 . 

本邦最古の紙幣、伊勢山田の羽書银礼武分 . 

大名の発行したる最古の藩礼、越前福井藩鈕礼五匁 
紀伊和歌山藩銀札卷匁 . 















































































































































古算盤 . 要, 

両替屋(上方)店頭図 . . 

両替屋使用の硯箱 . . 

ク 古算盤： . 五七 

ク 印箱 . 五七 

ク 金銀包用折紙 ... 五七 

両替屋及銭屋使用の看板 . 五『ノ 

分銅形(二種)銭形(二種) . 五八 

江戸時代の銭箱 . 五九 

金桝 (春分判金及舂分銀用) . 五九 

銀秤及秤の錘 ..... 五九 

三井次郎右衞門包判木及押方見本 . 五力 

銀位見競書 . 六〇 

麋長より貞享に至る九〇年凋米相場抜粋表 . 六〇 

大判•銀•銭相鴒高低比較図表 .. 六一 

元祿年間米相場拔粋表 .. 六- 

宝永よリ安政に至る百五十五年間米相場抜粋表 . 六一 

德=■時代の各種通貨 . 六一一 

大判金小判金舂分判金二朱判金卷分銀寬永銭(文銭)……六二 

江戸日本橋附近枢要市街図(延宝八年版) . 2 

江戶本両替屋播磨屋新右門店写真 . 六コー 

同店平面図 .. 2 

金•銭座職人の出入絵図 . 0 

職人鑑札金座表門鑑札改め場 職人自服脫衣場 . 0 

作業衣 着用前改め場職人役服着用 職人 出口改め場 . 六 五 

昔の旅と貨幣入 . 六六 

錢刀•旅行 枕•路銀袋•銭入•藩札入 . 六六 

江戶及関 八州 通用 金札产 B 両 .. 六七 

兵庫開港札——金卷両、金武分、金卷分 . 六七 

太政官札(政府紙幣)拾両、五両、春両、春分、春朱 . 六八 

民部省札 ... …^ 

式分•春分•豸朱•春朱 . 六九 

大 ii 証券五§ • 富券 . 七〇 


本邦最初の郵便切手、銭四拾八文外二種 . 

開拓 使 兌換証券 .. 
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拾 W 券•五 R 券 . 

新 紙幣 弍 W •舂 H •半 K •弍拾銭•拾銭 . 

改造紙幣 . 

拾 W 券、 五 R 券、五拾銭券、弍拾銭券 . 

小額政府紙幣(大正六年発行) . 

五拾銭•武拾钱•拾銭 . 

小額政府紙幣(五拾錢) . 

昭和十三年六月発行 ... 

昭和十七年十二月八日発行 . 

昭和二十三年三月十日発行 . 

爲替会社紙幣 ... 

東京通商司爲替会社金札武拾五両 . 

大阪爲替会社預券五拾両札金札五両札 . 

京都通商司爲替会社発行の銭札 . 

銭五百文•銭武百文•銭百文•銭五拾文 . 

西京爲替会社金札春両 . 

名古屋藩農商会所金札舂両. . 

国立銀行紙幣 ..... 

牙一国立銀行設立者潞沢栄一氏 . 

創業当時の牙一国立銀行絵図 ... 

現在の牙一銀行本店 . 
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五 n 券(その一) .. 

日本銀行兌換銀券(明治十九年発行) . 

日本銀行兌換銀券(明治二十一年発行)…… 

五 円 券(その二) . 
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最后の兌換券(昭和五年五月発行) . 
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贰拾円券 . 
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戰後の硬貨 ... 

五拾銭黃銅貨(二種) . 
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五 m 黃銅貨 . 
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日本 Is 行券の図案改正 .. 
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百 W 券(その三) . 

日本銀行兌換券(昭和五年 一 月発行) . 

日本銀行券(昭和十九年三月発行) ... 

日本銀行券(昭和二十年八月発行) . 

百円券(その四). .. 

日本銀行券(昭和二十一年二月発行) . ： . 

日本銀行兌換券(昭和二十八年十二月発行) . 

甙 Hnffl # . 

日本銀行兌換券(昭和二年四月発行) . 

日本銀行兌換券(：昭和二十年八月発行) . . 

五百円券 . 

日本銀行券(昭和二十六年四月発行) . 

vf - W # . 

最初の千 P 3 券日本銀行兌換券(昭和二卜年八月発行〕： 
現行の千円券日本銀行券(昭和二十五年一月発行) 
お札の印刷(印刷局印刷工場〕 . 

^ 0 ^ .. 

日本銀行券(昭和十九年発行) . ： ：： 

日本銀行券(艰和二十二年発行) . 

3 E*a # ... 

日本銀行券(昭和十九年発行) . 

日本銀行券(昭和二十三年発行) ... 

印刷局(紙幣寮)と造幣局 . 

帝都変遷推移の跡 S : 見る . 

江戶駿河町越後屋と三井両替店 . 

越後屋と三井バンク . 

三越と一•一一井銀行本店 . . ... 

春 H 紙幣の整理に政府紙幣法制定(東京朝日新聞) …： 
社会の実情に鑑み^ m 紙幣は存置 (ガ)：… 
兌換券整理益は震手公債の減債基金に (〃) ：… 

金輸出解禁当時の新聞記事 .. 

金楡出再禁止当時の新聞記事 . 

証紙をはった新 P3 登場 . 

隣組にて1景 . 

証紙をはった百 n 券と拾 W 券 . 
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千 W 証紙と弍百 W 証紙•百 Fq 証紙と拾 W 証紙 . 

編集落穗集 . 

昔からの盛かけそばの値段 . . 

^ ^ 0 . 

定飛脚鑑札(二枚) .. 

0 a ... 

^ M 0 . 

昔の麥富籤趣 c 行絵図 . 

達筆に書かれた富籤札 . 

大阪四天王寺番号札 . 

金竜山淺草寺番号札(三種) . 

白山神社番号札(二種) . 

芝神明宮番号札(二種) . 

神田明神番号札(二種)…： .. 

湯島天神番号札 . 

杉の森神社番号札 ... 

京都御室番号札 . 

政府発行の宝くじ ... 

宝くじ売り出し風景：： . 

精巧に印刷されたさまざまな宝くじ . 

四百万 H 当選の抽籤会 . 

宝くじ宣伝•ホ スター (二種) . ; . 

全国宝くじ発行目的一覧表 . 

円貨の外的信用立ち直 y . 

香港自由爲替相場(二十九年一月)(四月)(七月) 
ク (二十九年十月)(十二月) . 

昭和二十九年通商白書 . 

記事貿易の実情と問題点 . 

新聞記事一枚*>参拾 R の拾 W 貨 . 

新聞記事模造貨幣大ばやり . 

新聞記事新しい五拾 Fq 玉と春 fq 玉 . 

新聞記事五拾 R 貨で浮ぶニッケル . 

新聞記事鳥取県下で金の延棒 •古銭、 •かザタザク：： 

六一三〇僚 W のお金 f ... 

千 P 3 券での高さ•千 P 3 券での長さ ... 


和同開珎 

元明天皇の和銅元年(七〇八)五月から銀貨を、同年八月から銅銭を鋳造発行せられた。 
世に和同開珎と稱せらる、ものが即ちこれであつて、銭の文字12藤原*魚の筆であるとも 
言われている。これが我が国に於ては一定の形式を備ぇた最初の貨幣であつて銀錢は近江 
の国に於て同二年まで鋳造せられ、銅銭は天平宝字四年(七六〇)まで五十二年間近江、 
河内、長門及周防等に於て鋳造せられた。 

この和同錢鋳造に至るまでの事蹟は余り明瞭でない、その理由は人文発達の程度が未だ金 
属製貨幣を使用する域まで到逹していなかつたことが有力な素因ではあるが、一面に於て 
これが材料たる地金に乏しかつたことも其一因である。 

これらの地金は無論国内に於て産出したものもあり、貢献交換等によつて支那朝鮮から輪 
入せられたものもあるが、その敎量は極く僅少であつて広くこれを用いる ことができな か 
うたところがこの歳、慶雲五年(七〇八)になつて武蔵国秩父郡箕山の黒谷から 多量に 
銅を産出し且つその耩鍊の途が開けたので和銅と改元せられ(慶雲五年正月武蔵国より銅 
を献上す、同年一月和銅と改元〕中絶していた鋳銭司を再興して、大いに鋳貨*業を旺に 
せられた。又朝廷ではこの钱の使用を人民にす、めたが、その効果がなかつたので更に蓄 
銭敍位令を発した。 

かいほぅ說とかいちん說 

力づ ホゥと 読むべきか カイ チンと読むべきかについては二つの説が行われている。 カイチ 
ン説を取る者は和同の出典として礼記•淮南子等をあげ珎は珍の異体だと主張する。カイ 
ホゥ説を取る者は和同は年号の和銅からとつたものとし、珎は资字のゥ冠と貝とを略した 
ものと主張する。何れを正しいとすべきかは、にわかに決定し難い。別 K : 支那書「国語」 
の周語に「財用不乏民以 . rp 同」とあるを引用し更らに武蔵国よりの多*の鉬の産出を見た 
る ことから 宝を開く との 意を加え「和同 開你」としたものであるといぅ 説 もあり、これら 
を記して後考を俣つ ことと する。 

和同銭は支那銭に倣う 

我が国文化の発逹は隣邦支那 U 負う i ころが少くない’支那に於ける金属製貨幣は我が国 
よりも遙に古い歷史を有し、刀布(小刀に似たるもの)五銖、半両銭等の過度時代の貨褥 


は別として、我が国に於ける和同銭より先立っこと八十年以前に唐の高祖が開通元宝(開 
元通宝と呼ぶものもある。) i いう銅銭を旺に鋳造して居り、和同錢はこの開通元宝に做 
って創鋳したものであつて、元正天皇の赛老四年(七二〇〕頃からは支那人を招聘して鋳 
造せられたといわれている。 

.而してこの支那人を招聘して鎊造せられたものは銅銭のみで其製品が始ど支那の開通元宝 
に類似しており、依って之を新和同と稱え、(直径八分一厘量目八分四)それ以：^に鋳造 
せられたものは製作古朴にして、之を古和同(銀銭後八分量目一匁三分四、銅钱径八分一 
* 目一匁) i 稱えている。故に古和同には銀銭及銅銭の二種あるが、新和同は銅銭のみで 
ある0 

通用価値 

和同銭創鋳の翌二年四文以上の取引は銀銭を用い、三文以下の取引には銅銭を用うべしと 
の詔勒が下された。依って銀銭一文は同三年その通甲が禁止せらる、まで銅銭四文の割合 
で通用していたことが確められる。其後元正天皇赛老五年(七ニー)銀 M 一を以て銅銭二 
十五に、又銀一兩を以て錢一百に当っべき旨の勅を下され、茲に再び銀銭が使用せらる、 
に至り同六年更に銭二百を以て銀一両に当てられたのである"斯のように和同銀錢は鋳造 
僅か二年にして廃止せられ、其後は銅銭のみを鋳造せられた結果銅銭が漸次其数を増加し 
て来たのは当然であって、茲に銀及銅の通用比率を公示する必要が起つたのである。 

番錢敍位令 

奈良朝政府の貨幣流通政策に、銭を蓄えたものに位階を授けたり、納税に銭を用いること 
を奨励したり、又旅人に銭を携帯させその使い方を教えた。 

«钱叙位令は和鋦四年十月甲子条として発令され統日本紀には次のように記されてある。 
詔して日く、夫れ銭の用たる財を通じて有無を交易する所以なり。当今百姓尙 習俗に迷っ 
て未だその理を解せず僅かに*買すといえども猶を銭を蓄うる者なし 。 r 蓄钱 ある者の位 
を進む」その多少に随つて節級して位を授けん。 

其従六位以下蓄銭一十貫以上あらん者には位一階を進めて叙す。二十貫以上は二階を進め 
て叙す。初位以下五貫ある毎に一階を進めて叙す。大初位上若くは初位進んで従八位下に 
入らば一十貫を以て入限と為せ。其五位以ヒ及び正六位一十貫以上有らん者は 臨時に勅を 















































































魃け。以下略(続日本紀) 

開基勝宝、太平元宝、萬年通宝 

淳仁天皇の天平宝字四年(七六〇)に金銭開基勝宝、銀銭太平元宝及萬年通宝を鋳造発行 
せられた。錢文は吉備真備又は中納言多治比真人真成の筆であるといわれている。銅錢の 
鋳造地は周防であるが、何時まで鋳造を継続せられたか明かでない。金銭及銀銭の鋳造地 
は未だ明かでない。而して右三銭のうち開基勝宝は我が留に於ける金銭の最初である。太 
平元宝は鎊造数が少なかつたためか、今に傅うる現品の存在を聞かない’先に述べた和同 
銀銭の如きも僅か三年にして一時通用を禁止された位で、当時の民情が尙未だ金錢や銀銭 
を使うことに適しなかつた関係で多くの鋳造を見なかつたために、現品を見出し難いとい 
うにすぎないものと思はれる。以上金、銀及銅の三銭が鋳造せられたときは、銅錢一を以 
て旧銭(和同の銅銭)の十に、銀銭(太平元宝)一を以て銅銭(萬年通宝〕の十に、銀錢 
十を以て金銭一に当つべく公定せられた。新銅銭一を以て旧銅銭の十•に当てしめられたの 
は新錢を尊重せしむるためであつたろう i 思われる。 

開基勝宝の発掘 

奈良県西大寺は天平神護元年(七六五).称隻皇の建立に係り、同時に七堂伽藍をも造営 
せられたのであるが、それより一千二十九年後の寬政六年四月十九日荒廃したる同伽篮の 
敷地皸理中、西塔のあつた地下七尺の所より金銭開基勝宝が発掘せられ又時刻と場所を異 
に L / て同地下より銅銭神功開宝及隆平永宝が発掘せられた。金銭は発掘以来、西大寺の宝 
勿として保存せられていたのを、明治九年、明治天皇奈良県下へ'行幸の砌、内意を承けて 
同寺の他の宝物と共に同十年二月九日献上したのである。この事実は西大寺の記録により 
明瞭である。その後、昭和十二年末、西大寺から十丁ほど生駒山寄りの丘陵の端を開拓中 
也表から五尺の深さの辺より金色のものがパラバラと現れたので拾い上げると"金銭五枚 
と二寸角位の金の延板であつたので、驚いて今度は謇察官立会いで削り落した地点を調べ 
たところ更に金銭十九枚金塊 V 個、銀塊一個、腕形のもの二個を発見、翌日は前日低地へ 
取捨てた土を 検べ たところ、その夕刻になつて更に金銭五枚と金塊一個、銀銭の破片一個 
を発兑した。破片の銀銭は日本古銭史家も未知のものであつたので、その残片を捜し出 
す目的で県当局はその後一週間の大努力を続け rc にも拘らず金銭を更に二枚獲たのみであ 


り、結局開基勝宝三十一枚と未知の銀銭と金塊の大発見であった。 

神功開宝 

稱徳天皇の天平神護元年(七六五)九月より銅銭にて鎊选発行せられた。銭文は 吉備眞備 
又は沙門空海の筆であるといわれている。鋳造地は周防と大和であるがその期間は明らか 
でない、萬年通宝«造のとき、新銭の一を以て旧銭の十に通用せしめられたことは前に 述 
ベた通りであるが、この通用方法は神功開宝鋳造後も尙行われていたが、 斯く 新旧銭に通 
用価格の上下を附したといぅことは取引上種々の物籤を釀し不便の点が多かったので、光 
仁天皇の宝 m 三年(七七二)新旧兩銭を同一価格に通用すべき旨を命ぜられた。 

隆平永 宝 

栢武天皇の延@十五年(七九六)十一月より銅銭にて鋳造発行せられた。銭文は桓武天皇 
又は沙門空海の筆であるといわれている。弘仁八年(八一七)まで二十二年間山城国岡田 
に於て鋳造せられ、一を以て旧銭の十に当て通用せしめられたのであるが、旧銭は四年目 
の延曆十八年通用を禁止せられた。 

富壽神宝 

嵯哦天皇の弘仁九年(八一八)十一月より銅銭にて鋳造発行せられ、銭文は嵯哦天皇の8 
筆又は沙門空海 CD 筆である i いわれている。創鋳のときから三年間は毎年五千六百七十貫 
文宛、其後天長五年(八二八)迄八年間は毎年三千貫文宛、其後承和元年(八三四)迄六 
年間は毎年千八百三十貫文宛を、長門及周防に於て鋳造せ? >. れた。 

承和昌宝 

仁明天皇の承和二年(八三五〕正月より銅銭にて鎊造発行せられた銭文は左大臣緖阑菅 
原清公の筆であるといわれている。承和四年まで三年間周防に於て鋳造せられ、一を以て 
旧錢十に当て通用せしめられた。 

長年大宝 

仁明天皇の慕祥元年(八四八)十月より銅銭にて鋳造発行せられた。銭文は仁明天皇の俊 
筆又は參鷂藤應良明の筆であるといわれている。天安二年(八五八)迄十一年間周防に於 
て鋳造せられ一を以て旧銭の十に当て通用せしめられた。 


_益神宝 

清和天皇の rt 観元年(八五九)四月より銅銭にて鋳造発行せられた。錢文は春日雄継の筆 
であるといわれている。同十年迄十年間周防に於て鋳造せられた外、山城国岡田に於ても 
約二力月間鋳造せられ、一を以て旧銭の十に当て通用せしめられた。 

貞観永宝 

清和天皇の貞観十二年(八七〇)正月より銅銭にて鋳造発行せられた「銭文は藤原氏宗の 
筆である i いわれている' 寬平元年(八八九)迄二十年間周防に於て鋳造せられた外、山 
城国葛野に於ても約一力月鋳造せられ、一を以て旧銭の十に当て通用せしめられた。 

寬平大宝 

宇多天皇の寬平二年(八九〇〕五月より銅銭にて铸造発行せられた。錢文は字多天皇の宸 
筆又は藤原道真又は藤原氏宗の筆であるといわれている。延喜六年(九〇六)迄十八年間 
周防に於て鋳造せられた。 

延喜通宝 

醍醐天皇の延*七年(九〇七)* r 一月より銅銭にて鋳造発行せられた。銭文は醍醐天皇の 
it 筆であるといわれている。天徳元年(九五七)まで五十年間周防に於て鋳造せられた。 

乾元大宝 

村上天皇の天徳二年(九五八)三月より、銅銭にて鎊造発行せられた。銭文は阿保懷之の 
筆である i いわれている n その鋳造期間は未だ明かでないが、永統せず自然に廢止せ られ 
たのである。以上列記の十四品中、金銭開基勝宝及銀銭太平元宝を除きたる他の十二品は、 
所謂本朝又は皇朝十二銭であって、我が国に於ける最も古き貨幣として一般に 珍重され て 
いるのである。 

皇?3十二銭の不同及其後鋳銭事業の中絶 . 

皇朝十二銭鋳造当時の貨幣は、其鋳造技術が幼稚であつたためか、同一の貨幣であつても 
大小軽 S 不同であつて一定したるものが甚だ少ないことが看取せらる、こと、新銭となる 
に従つて«目が低下し製作も亦粗雑となつていることは、本図鑑八頁によつて対照実見す 


れば明瞭に会得することが出来るのである®尙そのうえ新銭創鋳の都度、概ね、新銭の一 
文を以て旧銭の十文に当つるの詔勅が発せられて いる 点より観察すれば、和 銅 以来 歳を経 
るに従つて、一方に於て材料た る 銅地金に不足を生じて来たのと、 他方に 於て 支那、朝鮮 
等から所謂外来銭がドシドシ渡来して通用したために我が国の鋳貨事業は漸次に衰微して 
遂に中絕するに至つたのである、尤もその後、後醍糊天皇の建武元年(一三三四〕正月 
「初めて 紙幣を作り内裏造営の用に供す。」 ということが 史上に現われて居るが *！ (In 何なる 
形状のものであつたかは明かでない、蓋し建武中興後は泰平の日少なく鋳銭のことなども 
単に詔勅を下されたのみで実行されなかつたのではあるまいか。従つて皇朝十二銭以来天 
正年間に 至る約六百年 間は、我が国に於て鋳銭の事実がなかつたものと推断して差支えな 
い i 思う。 

皇朝十二銭後慶長までの我が國貨幣 

皇朝十二錢鋳造®絕後の慶長までの我国に於る通貨は、是等の古錢及是等古銭偽造銭並に 
支那等から渡来した銭などであつて、足利時代には佐渡その他から、かなり多量に金銀が 
産出したので、屢々これを明に送つて銅銭を求め、これを我が国内に通用せしめていたの 
である。その結果支那より渡来の永楽銭の如きは、遂に俸給、租税等を定むる標準となり 
後徳川政府樹立せられて、本邦銭の順次鎊造せられるようになつたので、一時これが通用 
を禁じたが、実際に於ては依然として通用して居たのであつて、其後長い年月を経るに従 
い、現品は自然に市場からその跡を絕つには至つたが、計算上の呼称のみは、明治維新の 
頃まで傅わつていたのである0 

神功皇后の攝政元年(二〇一)新羅から金銀が貢献せられたのを最初に其後支那、軌鮮等 
から、* I 献又は交換等によつて輪入せられた金銀もあり、且つ国内から産出したものもあ 
つて、相当の金銀が存在して居たことは事実に相違ないが、然し当時銅銭を以て民間普通 
の必要品を購い锝る狀態であつたため、金銀を貨幣として用うる必要がなかつた。為に金 
銀の多くは佛具刀劍類の装飾用に供せられた外、現今に於ける賞牌の如く有功者等にこれ 
を與えたり、或は外国との交際の礼物として居たに過ぎなかつた。而して我が国産金の初 
期時代は、主に砂金であつた関係11、これを用うるには眇金袋又は竹製の砂金筒に入れて 
携帶していた。然し砂金は散逸し易いものであるから、稍々後には延金又は単なる塊を造り、 




或？流金とし、又銀も精鍊甚だ不完全にして、殆んど山出しの儘を用いてハたのである。 名大判金は即ちこの延金時代の_したものであるが如何に品質精良のものであつても単 


而して当時は未だ量目の一定した金銀貨幣がなかつたため延金や山出銀を必要に応じて繫 
(のみ)鋏又は鉈(なた〕等を以て適宜切断种量して使用していたのである。然るに世上 
の進歩は、銅銭のみを以てしては自然その用を辨じ锝ざることとなり秤量使用は不便であ 
るところから、永祿天正の頃ょり文祿時代に亘り、諸候等任意に金銀を以て貨幣を製作し、 
その領内に通用せしめたものもあり、又は礼典儀式用に供するょうになつたのである"斯 
くて豊臣秀吉天下を統一するに及び天正十三年(一五八五)の大判金镑造を初めとし、其 
後 X 判金、小判金等を鎊造したのである。尤も大判金は夫れ以前に(天正十三年以前)旣 
に多少鎊造せられたものもあつたが、その時代等は詳かでない。蓋し大判の制は足利氏の 
末に 初 まり、 織田氏を経て、豊臣氏に至つて頗る多く鋳造せられたのであるが、兩氏とも 
永く 政権を維持する ことが 出来なかつた関係上、幣制なども殆んど備わらなかつた。従つ 
て巷間に傅うる 天正頃の鋳造という、金銀貨幣の如きものも、これが鋳造の年代等を明瞭 
に 知ることは 極めて困難である。 

徳 JU 氏鑲貨の起源 

徳川家康も亦文祿二年(一五九三)新貨の鎊造に着手し、同四年に小判金等を鋳造したが、 
未だ政権を掌握するに至らなかつたため、これを天下一般に通用せしむるには至らな>つ 
た。然し慶長五年(一六0〇)天下を統一するに及んで、豊臣氏の遺業を拡めて、更に丁 
銀豆板銀等をも鋳造し、これを世上一般に通用せしめたのである。これ後に述ぶる所謂慶 
長の幣制であって、近世幣制の紀元をなすものである。 

天正•文祿時代に行われた貨幣に〇いて…… 

無名大判金 

楕円形、表面®斗目裏面石目である。別に何等の極印もなく文字もないので ある、 要する 
に後に図示する慶長以下の大判金に、文字もなく極印もないものと思えば大差はないので 
あるが、これは 我が国に於け る 大判金創始時代のものである。 

天正菱大利金 

金貨幣発逹の状怃は砂金時代より、塊時代に移り次に延金の時代に移ったのであって、無 


に延金の儘では偽造も容易であり、従つてこれを信用して使用 IT るものも少ない釈で、勢 
いこれら偽造防止、信用保持の手段を採る必要が生ずろ訳であつて、その為に極印の打記、 
花押等を記載する必要が起つて来たのである"この極印の打記は恰も今日に於ける貴金属 
頃 fc ホール マークを打記してあるのと同一性質のものである。尤もこの極印は幾何の品位 
ありと品位を表示したものではないが精良なものであつて偽造でないといぅ意味を表示し 
たものである。又「拾両」の文字はその名称を示したものであつて「後藤」及花押は、こ 
れを製作した本人の記載になつたもので恰も今日に於ける、金器又は銀器にこれが製作者 
又は坂売者の「マーク」を表示するのと同じ性質のものである。尙天正菱大判金のみは鋳 
造の年月を記載してある。 

大佛大判金 

豊臣秀吉大佛供養のとき又は秀賴大佛再建のとき(慶長七年 n 一六〇二)大分銅金を镑潰 
して鋳造したものだとの説がある。 

形状は天正大判金と大同小異である。 

古大判金•太閤大判金 

この古大判金及太閤大判金の貨名は「大判」とあり後藤の代りに「光次」とある。 m して 
この貨名及光次並に花押は共に極印を打記してあつて恰も慶長以後の小判金の製作に類似 
しているから、後世の戯作といぅ説もある。尙古大判金には矢張り天正大判金同樣墨書の 
ものもある。 

天正長大判金 

この天正長大判金はその形状が天正大判金ょり稍長大であるからその名がある、而してこ 
れは従来天正年代に鋳造したものとの説もあり又「後藤徳乘老年の作」となつているから 
文祿年中又は慶長二、三年頃の鋳造ではないかとの説もある。 

古丁 銀 

天正年間豊臣秀吉の命により後藤徳乘光次の鋳造 i いわれている® 


讓葉丁銀•御公用銀 

豊臣秀吉朝鮮征伐のとき、筑前地方渴水のため、井戶掘を命じ、井戶1個所にっき、この 
銀一個を下賜したとの説がある。 

博多御用銀•石州丁銀 

右二品は豊臣秀吉朝鮮征伐のとき、文祿二年(一五九三)に軍用金として鋳造せしめたも 
のとの説がある。 

孩河銀利 

文祿年中徳川家康が鋳造せしめたものとの説がある。その形は略天正大判金に似ている。 
尤も墨香の代りに極印を用いてある0 

天正小判金 

天正小判金といぅも、正徳年中の偽作といぅ説が真実らしい。 

天 正 通宝 

天正十五年(一五八七)の鋳造であるが、芷用品でないとの説がある。而して銀銭の外に 
銅銭 もある*か 銅銭は眞貨ではな かったら しい。 

文祿通宝 

これは文祿元年(一五九二)の铸造に係るものであって、銀鉞及銅銭の二種類あるが、銷 
銭は正用品ではない。 

K 河墨窖小判金 

文祿四年(一五九五)駿河に於て徳川家康が铸造せしめたものであって武蔵墨寄小判金と 
同様なものである。 

大黑括? I 丁銀•夷 I 文字大黑丁銀 

度 長 丁銀制定当時各種の丁銀を試製した ということで あるからこの二品はこれ等試製品の 
一種であろう。 


永樂通宝(銅銭〕 

支那国、明朝時代の永楽九年(一四一一年)(我が国に於ては室町時代の初期、後小松天皇の応永 
十七年)頃同国に於て旺んに鎊造をした銭であって、我が国に渡来し(足利時代に最も多く〕 
一時は我が国に於ける唯一の通貨として用いらる、に至ったのである。然しこの永楽銭は 
その総てが必ず支那ょり輸入せられたもののみではなくて、我が国に於て偽造するものも 
あって、この私鋳銭も亦真貨と混用されて居たのである。而して永楽通宝は大(径一寸前 
後、 量目 一5八分前後〕小 C 径六分前後、 量目 七分前後) 経 重不同であるが、普通品は径八分 
量目八分位のものである。 

永樂通宝金銭及銀銭 

これは豊臣秀吉が好みにょって金の品位七百位前後のものを以て鎊造し、大判金等と同じ 
く 賞賜したものであって通貨ではない。而して永楽銅銭と殆んど同一形状のものであるが 
裏面には桐紋が打記してあって(桐紋なきものもある)*目は一匁二分前後のものである 
又銀銭もあるが、これも我が国に於て铸造し主に赏賜のために用いられたものである。 

永 楽銭の通用禁止と 再 公許 及京 銭 

庚 長の幣制では、当初金銀貨幣のみを鋳造し銭は旧来の如く主に永樂通宝其他の外来銭を 
通用していたが(我が国内に於ても、永楽通宝其他の外来錢を私®するもの多く、之も真物の永楽 
錢等と11用していた)、 庚 長十一年に銷銭慶長通宝镑造発行を見た C 然るに政府は同一 H - 二月 
八日に永楽銭一貫文、びた錢四貫文に充っべし、但し今後永楽钱は一切通用すべからず、金 
銀及びた銭を以て通用すべし、金一両に、びた銭四貫文を以て換えるべし、鉛錢、大われ" 
形なし、新銭(新びた錢)及へいら銭以上五品の外は滞りなく通用すべし、この令に違犯 
するときは、曲事たるべし(令逹第二号)との令逹を発し、永楽銭の通用を禁じた。然し 
ながらこの禁令は有名無実であって永楽銭は依然旺んに流通し、政府と雖も1片の制令を 
以て如何ともすることができなかった。依つて政府は同十四年七月諸商麂及年貢共一兩に 
付、永楽銭一貫文、京銭四貫文(京錢とは永楽錢以外の外来錢をいぅ、年代記に京錢とは異朝の 
古«なり)とあり、北条氏関東所領のとき、関東は永楽銭のみ通用すべしと令逹したるこ 





鍋 


とにょり、爾来関東に於ては、主に永蠢宝の通用が行われ、永楽钱以外の外来钱及びた 
銭は自然京阪を中心とする関西地方に於て通用が行われたが、関東地方から全然 K 遂する 
こと出来ず (当時関東に於ては永楽錢一に対し、びた钱四•五文なりしという)その授受 
につき 何時も紛争が絕えなかつた。(之に反し関西地方に於ては比較的紛争も少なく其通用が行 
われた、 斯様な関係で京銭とは当時関東地方で称えられた永楽銭以外の外来銭である。)から徳川 
政府は各々その価格を一定し、差別なく通用することを命じ、令逹を発して再び永楽钱の 
一般通用を己むなく認めるに至つたのである。 

チた 銭 

の b 銭とは北条.氏時代から慶長の頃までに存在していた我が国内で私鋳された貧弱な钱の 
ことをいうのである。前にも述べた如く我が国の通用钱は一時主に永楽通宝其他の外来钱 
であつて当時我が国に於て是等の外来銭を®型として鎊钱を行うものが®なくなかつたが、 
其製品は薄くて軽く甚だ貧弱であるから之をびた銭と称えていた。 

又慶長通宝の如き純然たる我が国製の銭でも貧弱なものはこのびた钱の一種である。 

銭 

前記の意味に 於5世鉄製の1靈も、びた钱と称せら2、 S つたが此の鉄钱は一 
名鍋钱ともいわれていた。 

徳川政府の幣制確立 

德川政府の幣制を述べるに当り、先ず同政府に於て、その末葉 1 C 至るまでの間 1 C 铸行 
したる貨幣の種類並びに通用方法等は別揭図一七頁を霞願うこと ゞ し、震の新貨幣铸 
造のことょり記すことにする。家康は文祿二年 (1 五九三)新貨幣鎊造に着手し同四年に 
h 判金等を铸造したが、之を国内一般に通用せしむるに至らなかつた。然し慶長五年(一 
六〇〇〕関ヶ原の戦終つて天下を統一するに及び幣制を定めて*金座及銀座(金銀貨幣製 
造所)を設け大いに金銀貨幣を铸造発行して、あまねく天下に通用せしむるに至つたので 
ある： 然しながらこの幣制は新に制定したものではなく、その形式等の不同を統一し、価 
名、量目等を確定せしめたにすぎないのである。尤も従来貨幣として存在していなかつた 

一分判金、 5 銀等を新に雲し又小判舍価名ゃ花押は、 1 ったのを、 棰印 


に改め、又その量目は四匁五、六分乃至五匁位で不同であつたのを、四匁七分六厘と一定 
し、又各種貨幣の品位を確定したことなどがそ CD 改正の主要なるものである併し大判金 
の価名や花押は依然として旧来の墨書の儘を用いたのである。従つて入若し誤つて、その 
墨書を抹消したときは、鑄造所たる大判座(後に説明)に持參して、手数料を納め、書き 
改めて貰つて使用していた9故にその所持者は綿又は布等に包み、大切に保存していたの 
である0 

品位の嚴秘 

徳川政府は、万事秘密蠢 G 政5行つていた。殊に貨幣の品位の f は、秘中の秘とし 
て取扱われ•これを知るものは、所謂最高幹部及実際鋳造の任に当るもの"主胸者等少教 
の入に限られていたのである。従つて平素この品位を呼ぶに金については例えば純金を四 
十四匁の位といぅが如く、何十何匁の位などと符合を用い銀については何分差し、何割込 
みなどと称えて他に洩れる事を極力防止することに努めていたのである。 

金貨幣品位及其呼稱 

純金を四十四匁の位と称していたのは、往苷純金四十四匁を以て十両に通用し、後大判金 
(十両)を製作するに当つても一枚の純金量を基準として居たことに起因するのであつて、 
四十五匁、四十六匁、五十匁、六十匁の位等その呼称の数を増すに従つて、品位は反対に 
低下するので ある。是等の品位は金貨幣の品位を示す場合に限らず金座に於て地金の品位 
を表示する場合にも、同様の符合を用いていたのである。而して慶長小判金及一分判金の 
品位は五十二匁の位と定められたのであるが、その理由は慶長金铸造の当時、往昔からの 
大判金 一&の量目が四十四^二分あつて、これが八両二分に取引せられていたので この 
四十11分を、八両二分(八両 と 二分の一)を以て除すれば「五一、八一 T 即ち五 二」 
の答を#るのであつて、この答其僂を取つて、五十二匁の位と称したので ある、 而してこ 
の 五十二匁の中から純金の呼称たる四十四匁を差引く と 残り八匁となる、この八匁は即ち 
ia 和 銀である。云い 換えれば四十四匁を基本とし、これに混和せんとする銀の量目を加算 
して得たる答が即ち当時に於ける品位の呼祢であつたのである。従ってその呼称の数字が 
増加する si 、 品位は低下するなつた？ ある。 徳川氏の？二百七十 

ける 金 貨幣鑄造に興する 品位 S 称 及5 S 、 何れも以上の方法に依つ S のである。 


小判 金 I 枚の 置 目の算定 

小判金一枚の量目は、四匁七分六厘であるが、これは前に述べた品位決定の際に於ける、 
純金四十四匁に銀八匁を加算して得たる、五十二匁より鑄造料其他の費用に充当するため 
純金觉の十分の一、即ち四匁四分を控除し、残り四十七匁六分を以て十両(小判十枚)を 
鋳造したのによつたものである、尤も乾字金其他の小判にして二匁五分、三匁五分等のも 
のもあるが、その算出法はみなこの方法に準拠したものである。 

註 H 小判金一枚摄目の定め方に付ては、各参考*共区々に渉り、その正否を判定するに苦しむ、 
従つて右の方法は、正鴻を得たものでないかも知れない。 

銀貨幣の呼稱 

次に銀はその品位を表示するに、純銀を「花降」とい、、これに一割の銅又は鉛を混ぜ合 
せる ものを上銀と称えていた◊純銀を花降というのは徳川氏の幣制以前から称えていた名 
称であつてその原因は明かでないが、純銀を鎔解して之を器物に注入するときは恰度花の 
ような飛沫を生ずるので名づけたものであろう。又雜分一割混合の銀を上銀と称するのは、 
慶長銀を鋳造するに当り、銀座に於て人民所有の灰吹銀(精製したる山出銀〕を買上る場 
合、一貫匁に付慶長銀一貫百匁を代りとして、交付したのに基因するのである。品位に付 
ては、金の場合のように符合を用いず、何割込み又は何割何分差し等と、その混合地金の 
割合によつて、之を表示していたのであるが、鋳造貨幣の品位は福秘にしていたのである。 

丁 Is 及豆板銥 

銀貨幣は、その創始時代から秤置使用の貨幣であつて、大小軽 m 一定したものがなかつた 
のであるが、徳川政府が幣制を樹立してからも同じように#量を用いていたのである。劁 
始時代の珉貨袼は、必要に応じナタ等を以て切断使用していたのであるが、徳川氏の幣制 
に於ては、この切断の手数を除いたのである I その方法として銀貨幣としては従来丁銀と 
いって量目四十二、三匁以上のもの*たけであったのを、新に S 板銀といって置目一分前後 
から、十匁前後までの小粒の銀货幣を鋳造し、以て必要とする重*のものを得るに便なら 
しめたのである。 

丁銀の もとの 字は、挺銀或は錠銀であるが、古くより一般に丁銀と害き»わしている。 


又これを「なまこ」 i もいうのは、其形によつた俗称にすぎない。 S 板銀は、其形によつ 
て名付けたるもので之を小玉銀ともい、、大小種々あつてその最も小さいものを露 銀と も 
称えた。関西では、小玉のことを小粒とも称えた。 

金一両に勤する銀貨幣の置目 

徳川氏の幣制確立当時銀貨幣は金一両に付、四十二、三匁であつたが、これは流通上の相 
場であつて制令として定められた訳ではなく従つて商人等不当の利を貧るものが渐次多く 
なつて来たから、政府は慶長十四年七月に金一両に付銀五十匁の割合と定め、其後元祿十 
三年に六十匁に変更し幕末に及んだのであるが、実際通用の場合にはこれ等の規定によら 
ず時価によつていた。尙徳川政府の当時関東地方では主に金貨幣が通用し、関西地方では 
主に銀貨幣が通用していた。従つて物価の表示に付ても関東地方では主に金何両と称え、 
関西地方に於ては主に銀何匁と称えていた。 

慶長丁銀豆板銀 

大黒常是の製作したるもので、規定の如く、常是、宝の極印を備えている。德川政府規定 
の品位は、豆板銀と共に、銀八〇〇銷二〇〇。世に之を八分の銀とも唱え、江戶時代の丁 
銀のうちで最上のものとせ. られ ている。 

宝汞銀 

二 0 宝 

徳川政府規定の品位は、銀五〇〇銪五〇〇。この種銀の丁銀には、その表面に略字の宝の 
字二字が添えて打つてある、これを添極印という。又豆板銀も其極印は大黒像の中央に寶 
という字の略字、ゥ冠に玉の字が表しているのが特镦である。 

これより以後発行の銀は、皆添棰印の文字によつて区別せられるようにできている。 

=つ 宝 

徳川政府規定の品位は銀三二〇銅六八〇。丁銀は表面に添極印宝の字、 大小 三 字が打つて 
ある。又豆板銀には大黑像の胸にある宝という字画の形が二つ宝銀と異なり、玉という字 
画の縦の棒が上に貫いているのが、その特徵である。 

元文丁銥と豆板錤 



文字銀、即ち元文丁愛豆板銀の品位、—六〇銅五四〇〇「真文」と云ぅのは、眞 f 
以て「文一の字を表わしているからである。この銀の改镑は從来の改铸の如く徳川政府の 
財政を助け—的ではなく•新古金銀の引替方法を從来と変え、その幣制を統一すること 
が主たる目的であった。その爲に流通は滑らかとなり、金銀との相場の変動も漸次調節せ 
られ 、其 結果江戶に於ては、延享元年(一七四四)頃に至って政府の理想としたる金の平 
価即ち金相場は、小判一両に付銀六十 S 替钱相場金 一 S に付钱四貫文替の理想的標準に近 
ずくょぅ u なった。 (1 版六〇頁—)又此丁銀の表面に犬な—見えるのは、 
此丁銀が曾て銀宅枚包即ち銀泗十三匁の目方の銀包に包まれる場合に此泽みえ豆板銀を入 
n て全体の置目を補い、銀 一枚 包にしたのである。 

金座 

金 座の事業 

金座は慶長五年(一六〇〇〕江戶及京都に設立したるに初まり、御勘定奉行の所管に属し 
通用金貨幣及金一切のことを管理した役所であっ <、宝永二年(一七〇五)までは銀座を 
又明和二 年 (一七 六五)以後は錢座の一部をも馨統轄していた。 

而してそ S 造の 全権は、御金改役後藤庄三郎專らにしてハたから、別に3を設けす本 
町 一丁目 (現在、日本銀行の ある附近)後藤官宅の後園にて鑄造していたのであるが、元 
祿八年(一六九五)の貨幣改鏡のとき初めて本鄕藝寺附近に—築した。このとき 
ぃら世人呼んで金 座と稱 する S ったので—。然るに事務所(即ち御金改役官宅)とエ 
場と を右の 如く 隔離し5くは不便不取締なりとし、同十一年正月1を本町 一丁 
目の 後藤 ® 内に 新築した。而して金1十年焼失以来1に1十1 
び、■二年 (一 八六六)十月最後に焼失のと i 時真崎—钱座に合併し明治二年造幣 

局設立と同時に廃止された。 

京都の金座 

京都の金座は元祿年間に二條東洞院西へ人る所に設けられ金座出張所と称え5た。これ 
より先、 慶長の裕制当诗から京都に於ても、小判金等を铸造していたが、別に京都出張所 
の名称はな.？5つた。而して元祿以後も寬政年間まで鑄貨議を行つていたが其後は単に范 
地金の組$、下舍試験、京及大阪の金范、1、下耋の管理篡志务ぁ'って明 


治二年江戸金座と共に廢止せられた。又慶長の幣制当時は駿河及佐渡相川等に於ても小判 
以下の金貨幣の鑄造を為していたが、いつしか廃止されて後には江戸の金座のみで瓣造す 

ることと なつたのである。 

金座役 M 

金座の長官を御金改役とい、、領地及一定の年俸を受け後藤庄三郎家累代世典の准官吏で 
ぁった。又金座には座人と称し s 役、 觸役、勘定役及平役等がぁって、是等も殆ど世® 

の役員で一定の俸給を受け貨幣の鎔造其他作業方面一切のこ i を 掌り、 御金改役は之が出 
来栄を検査し小判金、1分判金等に光次、花押等の極印を打ち封絨を為すものでぁった。 

金 座 長官 

橋本 事後藤庄三郎、後藤 徳乘の代理として関東に下向し金銀貨幣鏡造に従事する こと、 な 
ったが、同入は多技多能でぁって、貨幣鋳造事業又は金銀鑑定に巧みなるのみでなく、 
聰明にして才幹ぁり、 能く世情に通じ、家康の寵愛信用を受くる こと 実に深く、貨幣製造 
以外、政治 等に 就ても 屡々諮問を 受け、 慶長六年徳川家康幣制々定を為すや御金銀改役に 
任ぜられた。蓋し家康が庄三郎をして之に任じたる所以のものは単に寵用せんが為のみで 
なく、後藤家は足利、織田、豊臣に仕ぇ鑄造事業に従事していた旧家なるが故にでぁって、 
「光次」の名は師徳乘の名乘でぁるが其鋳造の金貨幣に用ぅる関係 上、 e 然に庄三郎の名 
を「光次」と称するに至ったのでぁる。而して後藤庄三郎家は、代々同名を傳ぇ引統き其 
職を® い十一 代 庄三郎光 包に至り不正事露顕して文化七年八月三宅島に流罪となり、一旦 
絕家となり、 同月 初代庄三郎の分家の後裔銀座年寄役後藤 三 右門孝 之、 新に御金改役を命 
ぜられた。然るに孝之の養嗣子光亨亦政治を誹謗し且っ不正を働いたから、弘化二年十月 
死 m こ•迅せられ再び絕家となり-、更らに初代庄三郎の師家大判座後藤四郎兵衛光晃の長男 
吉五郎御金改役に任ぜられ明治二年金座廃止まで其職に在ったのでぁる0 
因に後藤庄一爲家は初代ょり御含改役でぁったが、六代庄一一一郎から即ち宝永二年銀座が 
金座の管理を離る、 に 至つたときから単に御金改役のみでぁる初代ょりの御金銀改 n 
(六 代よりは 単に 御金改役) を 掲げれば左の通りである。 

初代小輔三郎光次二代 K 世三代良重四代光重五代広雅六代光当七代光品八代光焯 
九代光暢 十代光清十一代光包十一一代光之(初代 S 術門)十三代光2二代： ••一— nj 

十四代$1郎) 


大判 座 

大判座は分銪座とも称し 御腰 物奉行の配下に属し徳川政府時代に於ける大判金の鋳造及 墨 
書の*き替え、金、銀法馬の鋳造、金銀掛秤*の分銅及彫金(別して目貫)のこ i 掌つた 
役所であつて、金座後藤の背称として世人之を分銅後藤又は目貫後藤とも称していた、併 
しながら大判座は金座の如く常設せられず、其必要の都度初代御金銀改役後藤庄三郎の師 
家後藤四郎兵衛家累代これを勤め、取締其他政府関係等は金座と略同一であつた、而レて 
慶長大判金は江戶及京都に於て鋳造したのであるが、元祿大判金以下は江戶に於てのみ鎊 
造せられた、尤も其後大判金の手 X 及墨判の*き直しは京都後藤四郎兵衞の役宅に於ても 
行つていたのである。 

大判 座 長官 

大判座後藤の祖先は_祐乘瑞之(通称四郎兵衞) i 称し美澳国に生れ、中年に及び足利 
義政に仕え、天性彫金を好み之によつて家を起し京都に祿米及邸地を領し、金銀鑑定並に 
刀劍金其、就中目贯の製作に従いて名声甚だ髙く逐に法印に敍せられた、爾来後藤家は京 
都に住し其蜜法を子孫に伝え代々彫金を業とし祐乘より五代徳乘光次は足利、織田及豊臣 
氏に仕え金銀貨幣鋳造のことをも掌つていたが特に秀吉に寵せられ、命によつて其鋳造の 
貨幣に桐棰印及び自己の名乗りたる「光次」並に花押を墨*するに至つた、これ即ち金銀 
貨幣に極印打 R の初めといわれている、徳川家康文祿二3東に通用の新貨幣鋳造計画に 
際しても亦其招聘を受けたが、当時既に老年にして関東に下向す るを 許さなかつたから手 
代楢本庄三郎を一門の列に加え、後藤姓を名乘らして関東に赴かしめ通用金貨幣(小判以 
下〕鋳造の事業を代行せしめ、大判金のみは依然として徳乘自ら京都に於て行い、度長の 
幣制々定 i 同時に六代栄乘を江戶に仮寓せしめこれが鋳造の任に当らしめた、其系譜は別 
揭(図版十五頁)の通りである。 

元 1 L 祐^—十七代典乘(明治十二年六月五日死亡)以 k 代々四郎兵銜と通称し十代廉乘 
のとき明曆二矢一六五六)江戶本白銀町其他ニケ所に地所を拜領して移住し、京都及江戶 
に於て御用を勤めていた、この江戶移住の頃より大 f 4 J 金鋳造に就ては地金の取集めの都度、 
金座に於て其品位を改め又出来上りの金位改方今金座に於て行うこと、なつたのである。 

寶永通寅 


莧永通宝にっいで鋳造発行した銅銭は宝永通宝で十文通用であったが、これは当時の民情 
に適しなかつた関係から間もなく廢止せられ fc 〇 

天保通 S 

百文通用の銅銭天保通宝は銅貨の流通利便のために天保六年(一八三五)から鋳造発行し 
たもので(天保六年より同十三年までは江戸橋場に於て、弘化四年より明治二年までは江戸真崎に 
於て「以上共に金座下吹所」慶応二年より明治二年まで大阪難彼出張所に於て各鋳造)その鋳造数 
もかなり多額に上り銅小銭に代ったのである、その後万延二年(一八六一)諸藩の発行す 
る紙幣(藩札)を止め•この百文銭を以て引替をする目的の下に、一日三十万枚前後の鋳 
造能力を以て銳意多額の鋳造に努めたが僅か1ヶ年にして材料である銅の欠乏を来たし遂 
にその目的を逹することが出来なかった。其結果徒らに多数の百文銭が流布し、金銀貨幣 
に対する a 度を失い価格の甚しい下落を招来し如何とも至難く絕望の己むなきに立ち至っ 
た。 

即ち創鋳の i き金一兩に付四貫文(四十枚にて規定の通)であったものが安政年間 1C は六 
十枚となり、万延年間の増鎊以後は更に下落して百枚となり、維新後は八厘として通用し 
ていたが、明治二十四¥11月三十一日限り®止せられた。 

鈇 小銭 

一文に通用の*永通宝鉄銭は元文四年 (1 七三九)より鎊造を初められたが、其大部分は 
明和年間(一七六四—一七六九より所謂田沼時代—一七七一)に鋳造した•この銭鋳造に際し 
て安政六年(一八五九〕頃からは鋳造 S 嵩みて一文通用の小钱一枚の鋳造に三文乃至四文 
を要した よぅで、 その失费も可なり甚しかった、然し政府は天保通宝の流通を助けるた 
め、この損害を犠牲として多量の鋳造を行ったが維新後間もなく廢止せられた。 

札の起源 

我が国に於ける紙幣の起源は九六代後醍醐天皇の建武元年(一三三四)楮幣を造らるとい 
ぅのが最も古い史上での記事であるが、其制度は詳かでない、次で伊勢山田に於て度会府 
の札が行われた、度会府の札は之を羽書と称し其起源もまた詳かでないが、足利時代の i 
きに始まるといわれている、宽永八年(一六三一〕徳川政府始めて山田奉行を置くに当 
り、土地の古老三名を萃らしめ、其後宽政年間(一七八九1一八〇〇)市民を举げて羽書 
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1、一 

書、一 

丑 a 、 一 

i 、0 


多数 
丨一個平 

量目： 


発 


鲶 中と 名づけ、其 人員中から金を出さしめて羽書のことを管理せ しめ、 明治維新後元年羽 
書交換所を度会府に設けて之を掌らしめたので ある。 

明治の政府紙幣 

太政官札 

太政官札の製造わ太政官会計局に於て管理し、同局員甲斐九郎、鴨脚加賀及岡田準介等専 
ら之が製造の任に当り、京都一一條両替町の銀座に於て明治元年四月から製造、五月より発 
行され翌二年六月までの間に総額四、八九七万三、九七三両一分棄を製造し、内九七万 
三、九七三両一分三朱は発行せずして銷却したから発行高は四千八百万両'ある。 

拾両及五両は明治八年五月限り通用禁止となり残る一両、患分、患朱の三種は同十一年八 
月まで流通した。 

行の理由 

太政官札は実に我が国中央政府が紙幣発行—した®源である、是より先に徳”慶喜は旣 
に太政を奉還せるも東北地方に於ける騷乱なを厳んにして、之が討伐に多大の費用を覃し 
その支辨に困難したのみでなく、一方に於ては国民の産業奨励のこ士も亦等閑に附し難き 
事情であつて、当時 IS & 僅に七十余万 W にすぎず己むを得ず紙幣 S 行するにあ 
らざれば、塁是等の緊急—1辨すること能わざるにより、当時の責兼会計事 
務係三岡八郎の蠢—れて発行されたもので、其の発行に際し天下に布？れた要旨 
は、「皇政更始の折柄墓の基礎—つるため金札を製造発行し、庶民—救助せらるる 
思召を以て、本年より十三年間国内一円に通用せしむ其の方法は左の通り心得べし」 

一、金札は列藩石高に応じ、一万石につき一万両の借用を許す 

一、矣£納方法わ必ず其金札を用い、每年末借用高の一割宛を返納し十三ヶ年にて皆済す 
べし。 

1、列藩諸候厝用の金札は富国の基礎を建てさせられん i する聖旨を奉休して、專ら之を 
興産事業に充用し、狼に藩庁の費用に用うべからず。 

一、京攝及其近鄕の商人にして、金札借入を望む者は其旨金札役所に申出れば其取扱う産 
物髙に応じ之を貨付くべし。 

一、各府県及列藩領内 S 商家にして、金札の借入を願出る者あるとさは、能くその身元 


を調査の上にて貨付くべし、但し返済の場合は相当の元利を償わしむべし。 

一、貸付金高の內返納の金札は会計官に於て截捨すべし、但し正月より七月迄に拜借の分 
わ其年末に一割、七月より十二月迄の分は五分を上納すべし。 

以上の 御趣意を以て発行 せらる、 を以て、必ず貸下金札を以て返納せしめ一切引替をな 
さざること* 

k 布吿 により 太 政官札発行の趣旨を観ると全く庶民の困窮を救助するための如きにみらる 
、も之わ其一半を明示するにすぎず他の一半は国庫の窮乏に充当する為であった事は、其 
後政府が公表した諸種の令逹によっても明かなことである。 

爲替会社の設立 

明治 初年商法 司又は is 商司を置かれてから、同司の奨励、 保護、 監督の下に全国商業主要 
地に 通商会社及為替会社を設立し通商会社わ内外商業の振興経営を目的 i し、為替会社は 
之に要する 資本を融通 運転し、 併せて民間金融の便を計るを目的とした一種の金融機関で 
あった、而して為替会社は我が国に於ける銀行の嚆矢で、半官半民の性質を帶び、その資 
本は専ら、徳川時代に御用為替方を勸めた、三井、小野、島田及奥田組等の富豪から之を 
募り、政府からも亦相当の官金の融通を受けて、旺んに金錢の預り、貸付又は為替業を営 
み、 又準備金を設けて金札、銀札、銭札及洋銀札等発行の特権を附与されていた。 

これら通商会社及為替会社わ政府の熱心なる保護もあり外観は甚だ隆盛であったが、維新 
の事業漸次皸頓し政府の主義政策にも変遷あり、其結果通商司の勢力も減じて、明治四年 
七月に S 止せられ、是等二会社の勢力も亦衰運に向い、為替会社発行の手形類のぅち銀札 
は三年十二月限り西京の銭札は三年六月限り、大阪の钱札は同年八月限り何れも通用を禁 
止せられた、次で同五年十一月十五日布吿斧三百四十九号を以て国立銀行條例を制定せら 
る、に及び該条例に依らずして紙幣、金券及流通手形類の発行を禁ぜらる、と同時に従来 
官許を得て発行した金札類は之を？に S 換ぇを行わすこと、なり、為替会社発行の残余 
の金札も無論此条例の適用を受けたのであるが、只横浜為替会社発行の•洋銀券のみわ貿易 
上、内外人取引に便益を与ぅること少からず、之が通用を禁止することわ不得策であつた 
から牙二国立銀行をして継承せしめ、該銀行わ「改第二国立銀行」の七字を押掠して更に 

発行した。 
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分国、朱も、た 
、宇十の二る 
三賵二 十も 

分郡文 五: 

' ill 匁 

二之 、 

江 二 

に 十 

て 匁 

発 、 

行 十 


六二赵た 


五た十文し 





銀事米米 


空守 g 守 


分た 


行記録 



匁、五分、三分"二分、 


有莬 fi <7: 

§ 札十匁 LS 匁 . 

一分、五厘 _ 

文化年中許可を受け発行したるもの 
金札一両、二分、一分 

銀札七匁五分、三匁、二匁、一匁、五分、三分、一分 

1£里、一守、丘1 

安政六—年許可を受け発行したるもの 
傘札傘二方代銀四夂、傘一本代銀二食 
瓶扎緦糸め銀一匁 

札三個代銀三分、幢 g 二個代銀二分 _ 

元治元年発行した V 0 もの 
金札二両、一兩、二分、一分、二朱 


戸田采女正 
11111、一另石111五 

靑山大膳亮 

四八、八六1一石六九一一 

永弁肥前守 

1、八 JEL 六石 K 1 

浼山美濃守 

一四、夫0石九01三 


米代鋇五百目、 


小笠原左衞門佐 

一一一、0五七石四0一一 


五十目、十匁、 


藩 名 藩主 及祿高 


初発行の 時期其 他の 記事 及 種類 


清末 


毛利左京亮 

101一、六0四石§六一一九 

I 毛利讃岐守 

一一四、六九一二石八一一九£ 


可を受けずして発行したるもの 
米五升代錢五百文、米二升代銭二百文、沐一 
米札升代銭百文、米三合代銭三十文、米二合代^ 

二十 文_ II_ 


岸和田 


岡部美濃守 

五九、一一八八石一九六一一 


享涿十五年許可を受け発行したるもの 
銀札一匁、五分 
維新後発行したるもの 

:、五—、三百 


一 


大河3刑 

璺橋(旧姓松平)： 

_ 九0、雲石四九九六 

岡琦 本多中務大輔 

I 六0、五三 te 九一七 

0 3 内藤丹波守 

* a ニニ 、 S 


舉母 


銭札永銭百文(後一朱札として通用)三百文、百文 

安政六年許可を受け発行したるもの 
米札米代銀七匁五分、米代銀三匁七分五厘、米代銀 
一食 ___ 

t 発行の時期未詳 i — 

洽二年許可を受け発行したるもの 
- --一百：丨 


藩主 及祿高 


初発 行の時期其他の記事及種類 


四年許可を 
銀札一匁(二 
賀及大和の飛 
銀札二匁、一 
錢札一貫二百 


一平萬之助 
3 、五六 0 石 1 五 

F — 山備中守 

1一五、 i 一石一11六1一 

r 田河内守 

一六、九七〇石查五五一 

一. 

上方大和守 

一1、0碧九园 

W 日向守— 

六0、〇 olo^_L 

一府^札は羽軎と称 I 
伊勢山田にて往昔 i 
'施 Jcf れた 

?垣対馬守 

八一三石七0九 


慶応元年許可を受け発行したるもの 

許钱沁 I 十! AP 文、三十二文、二十四文、十^文、十一 


元治年間許可を受け発行したるもの 
錢札四十八文、二十四文、十二文 

享保十六年許可を受け発 a ； したるもの 
米札米一升代銀一奴、和五合代銀五分、米二合 
銀三分 _ 

享保年間許可を受け発行したるもの 
銀札二匁五分、一匁五分、一匁、五分、三分 
右銀札を改造したるもの 

錢札二 S : 文、一貫文、五百文、百文、四十八文 
外に米札米一斗六升代永二百五十文 
米八升代永百二十五文、米一升代永十五文六分 

元治元年許可を受け発行したるもの 
銀札一匁、五分、三分、二分、一分_ 

明治元年現行のもの 

銀札一公、五分、三分、二分 _ 

享保十一年許可を受け発行したるもの 
銀札匁 


和歌山 


紀伊 


新宮 


德川中納言 

五四八、二五六石三六一六 

d 藤飛彈守 

(元和歌山藩附家老〕 
111九、一二^石皇六八 

水野大炊頭 
(元和瞅山藩附家老) 

四一一、 W 3 石九七三一一 


ブ俣ナ41 st 可を受け発行したるも 
齓札一及、三分、二が 
維新後潑行したるもの 

錢札十貫文、五貫文、一貫文、百文、三十二文、二 
十四文 

伊勢国飛地に於て発行したるもの 
銀札一匁、五分、三分、二分 _ 

慶応三年許可を受け発行したるもの 
銀札十匁、五匁、一匁、 

維新後発行したるもの 一‘: 
錢札五十貫文、十貫文、五貫文、二貫文、一貫文、 
五百文、三百文 


毛利長門守 

七一1三、四五九石六三夫 

, dbrl 口川—驗河守！ 
(維新後藩に列す) 
費石夫八八 


享保年間許可を受け発行丄よ3 dto 、 ， I 、 Lh 、 
銀札十匁、五匁、四匁、三匁、二匁、一匁、五分、 

元祿年間許 PJ を受けずして発行したるもの 
錢札十匁、五匁、一匁、三分、二分、 


蜂須賀阿波守 —吉讓贤受け1鋩、たるも面,1 

(oi)LS 百 1|_| 


淺野安藝守 

四八七、五六七石11九 


_ s , 

米札米二斗 Mu 


6年 



川幕府発行貨幣年表 （ 


明治元年 

明治七年九月五日 
同 

同 



鑄 造 期間 

自寬永十三年五月 f 
至明和六年頃凡谈| 

自元文四年四月八日 ^ 
至慶佑三年13 

宝永五年中 

自明和四年四月 年 
至万延元年94 

自天保六年六月廿一日年 
至明治三年 36 

自万延元年十二月 年 
至明治元年 9 


通用期間 


自寛永十三年五月 
至昭和二十八年十〗一月末 51 


規定の量目 

当時は 


「31' 

H 




自元文四年八月 鲜 
至明治六年十二月一一十 3 S 1 日13 

自宝永五年四月 月 
至宝永六年正月 9 

自明和四年四月 ^ 
至昭和二十八年十】一月末 18 


ク Q 炎 元一厘通用薄造高六、三三二、六一九、四〇四枚 
— 

夕 111一五 元十文通用、 

L 元四文通用、明治四年ょり二厘通 M 
ク ー^一一 鑄造高一五七、四二五、三六〇枚 _ 


至自 

明万 
治延 
六元 

年年 

‘ 士 

M 

=3 - 

i 

Q 

P 14年 

至自 I 
明 

治天 E 
廿保^ 
四六こ 
年年- 
十 > 

1 : 
十 

*0 

57 年 1 

V 

| 

V 

五 

匁 

五 


自文久三年二月 年 
至寶応三年 4 


自文久三年二月 年 
至昭和二十八年十 1 一月末 90 


# 04九 


五 ^ M 鑄造高四八四、八〇四、〇五四枚 


元四文通用明治四年よ〇一厘五毛通用 
1造高 八九 一、五一五、 六三 一枚 



、臺、一一一九兩一 

是等貨幣は明治政府に 
於て鋳造したものであ 
るが、全く10形式によ 
つたものであるから此 
の表 U 掲げた 

、一七一、 四 00 兩 II 


3八、000阐 

、§2一一 一兩 


貨幣司吹 

_二分金 

同 

劣位二分金 

E 

一分銀 、 i V 


自明治元年十月 月 
至明治二年二月 4 


明治元年 


自七月 月 
至九月 3 


自明治元年六月 
至明治二年二月 


一朱银 

別称 一 l j ,, s 一朱 g 


自明治元年四月 

至明治二年二月 


一七 d 九茗 

六1一五、0五〇兩 

S 、 100、五 W 兩 
一11、一四0000兩 


延大判(金) 

別称— 

延小判(金) 

別称 新小判金 


延 I 

別称 


分(金) 

新一分金 

分(金) 

新二分金 

朱 (金) 

新二朱金 


自萬延元年三月廿七日年自 
至文久二年_3 I 至 

自萬延元年四月九日 年自 
至慶応三年八月六日 8 至 

自万延元年四月九日 年 
至元治元年十二月廿五日5 

自万延元年四月九日 年 
至明治二年10 

自万延元年四月九日 年 
至文久三年十一月十四日4 


万延元年四月十日 
明治七年九月五日 

万延元年四月十日 
明治七年九月五日 


一！〇匁一 ir 五 Ki 一九、五 


〇垃八八五七一一、五 SS 、 五 


1看5四15 


〇梵八一1三0 一 W 八、〇 


0焚1九1三5§ー ゴー、 


































九 



前____ 
芜守佘守 g 夫 S 守1守云監宏輔 


可 

を 

受 

け 

ず 

し 

て 


百 

目 


^1- 


た 

分の匁目る 
も 


礼発行 


拔莘 


も許可を受け発行した 


松代 


信濃 


眞田信濃守 

11一一一一、五四0石九九 1 H 

松平伊賀守 

五九、四碧癸0五 


維新後発行したるもの0 
金札一両、一分、二朱、一朱。 

維新後発行したるもの。 

錢札十貫文、五貫文、二貫五百文、一貫二百四十八 
文、六百廿四文、二百文。 


笠間 


常睦 


牧野金丸 

八五、一ーニ0石六裔八 

石川若狹守 

1三、二六石一八六 


許 - PJ を受け発行したるものであるが、初発行の時期 

錢札五百文、^_ 

寬政四年許可を受け、河内国飛地にて銀札を発行し、 
後明治元年に至り改造したるもの。 

銭札一貫文、五百文、百文。 


延岡 

飫肥 

B 4 IOJ 

佐±原 
高鍋 


. 備後守 

八一、八 一 五石〇七ーニ八 

_修~理太夫 

3、五九五石四0六 

淡路守 
蓋、1一一 1- fc 石余 
秋月佐渡守 

八六、九九一一石 w 三 


宝唇三年許可を受け発行したるもの。 

銀札二十目、十匁、五匁、一匁、五分、三分、 . 
I 元治元年許可を受けずして発行1 

銭：3十貫文、五貫文、一 R 文、五百文、百文、 
I 四十八文、三十二文、二十四文。 _ 

文政十年発行したるもの。 

銭札一貫文、五百文、百文 
嘉永四年許可を受け発 ffl したるもの0 
銭札二貫五百文、一貫文、五百文、百文、 

四十八文、二十四文。 


久留米 
筑後柳河 


有馬中務大輔 

三六六、一一七一石七」 

立花左近將監 

一五五、五九一石 i 一 

立花出雲守 

一一一、011石六五一 H 


寬永元年許可を受け発行したるもの r ° h ，卜 
—銀札十匁、五匁、三匁、一匁、五分、三分、一分。 

初発行の時期未詳の米札を嘉永元年改造したるもの。 
銀札五匁、三匁、一匁、五分、三分、 f 分。 

安政二年許 RII を受け発行したるもの〇 
銭札一貫文、五百文、三百文、百文、五十文、 


藩主及祿高 


初癸行の時期其他の記事及種類 


島津修理太夫 

達摩 t ^ ft (旧姓松平) 

i WO 璧石五£0七 


維新前発行したるもの。 

金札五両、一両、一分、一朱。銀札十匁、五匁 、 r 
銭札十貫文、七貫文、六貫文、五貫文、四貫文、 

三 j 文、二霣文、一貫文、五一 m 文、百文、四十八文- 

維新 t 発行したるもの。 

貫文、九十ぼ1次、百貫文〔百五貫文ハ百十五貫 
ユり百三十貫文迄五貫毎に)百四十貫交ハ百四十 
文より巨 Ji -- 十五貫文迄五貫毎に〕百穴十一^貫文、百 


文ょり巨3十五貫文迄五貫毎にハ七 3 L 貫文、百 
_^鲁_十__、貫？一 

三百八- h 五貫文、三百九十貫文、四百三十賓文 、 Lg 

,4謹131 


一鍋島肥.‘. 

佐賀(旧姓松平) 

j 畫、七久石六八0五卜 
き11一松平主殿頭 
5頂—园、九一一一石九0四一 

c ：P 奢聿一小簾春岐守 

B r 唐津一査、四六一石五一三 


平戸 


小城 


松浦肥前守 

一一110、 CK 1 石一一一七一四 

鍋島紀伊守 

三一一一、0一一三石 KS 一一1一 


PJ を受け発行したるもの 

S 札二分、一分、二朱、一朱。 

札二十目、十五匁、十匁、八匁、五匁、三匁、 
1_二&、一匁、八分、五分、三分、二分。 
「安永五年許 RJI を受け_したるもの。 

銀札二百目、五十目、三十目、五匁、一匁、三分、 
二分 。 

文政年間許可を受け発行したるもの。 

銀札二十目、叶匁、八匁、六匁、四夂、二匁、 

一匁、五分、二分五厘。 

初発行の時期未詳のもの。 

金札一分、一朱。銀札四分 

銭札五貫文、一貫五百文、一貫文、三百文、二百文、 


謹— S 、 の 


一朱、一朱、半朱。 


I 松平三河守 

1 JQI 、 五 ^ K 石九 IH 

三浦玄蕃頭 

三〇、八 S 石10三 

松平右近將監 
k r 0 8石 00 
池田備前守 
(旧姓松平) 

四五四、一一- t : 石一九九六 


享保年間許可を受け赛行したるもの。 

銀札百目、十匁、 T 匁、三分、二分、一分、五厘。 
許可を受け発行したるものであるが、初発 ffl の時期 
詳なり。 

銀札十匁、一匁、三分、二分、五厘。 _ 

元治%1年許可を受け発 ffl したるもの。 

銀札汁匁、五匁、二匁-一匁、三分、二分、一分。 
預證彔銀 lg 目。 _ 

享保十五年許可を受け発行したるもの。 

銭札一貫文、百文、二十文、十文。 


9 衣 3 ナ^ T^ I 

B 福一一1、七碧011111 K 

I — 大河内右京亮 
高崎(旧姓松平) 
_ 九0、五七量四01 

inn * 秋元但馬守 

i * 5、八五一石七一九五 


沼田 


安中 


土岐隼人正 
畕、一蚤石一一三七 

板倉主計頭 

1、一一一五石 S 1 五 


元祿十三年1を受け発 r fr したる C 4> の. 

銭札五貫文、二貫五百文、一貫文、五百文、 

三百文、百文0 _ 

享保二年許可を受け発行したるもの。 

金札一両、一分、二朱、一朱。 

維新後発行したるも叻0 r 
銀札七匁五分、1一一 匁七分五厘。 

河内国飛地にて発行: L たる4劝。， 

I 銭札五百文、三百文、百文、四十八文 a _ 

天保六年許可を受け河内国飛地に於て発 ffl 。 

安祕1ハ4瓶可を受け1作 i 地に針て'発行。 

銀札十匁、一欠、_、三 分、二分。 _ 

明治元年発行したるもの。 . 

銀札三十目、十五匁、七匁五分、一一！匁七分五腫。 
札一貫文、五百文、百文。 


櫻井遠江守 

五一、 E 八一一石〇七 S 


安政六年及次久三年許可を受け発行したる金札及銀 
あるも銀扣の種類未詳なり。 

金札一両、一分、一朱。 

銀札を維新後 改造したるもの 
銭札五貫文、二貫五百文> 一貫文、五百文、百文、 
四十八^。 


攝津大阪江1札河 jlll _1 


山城 


稻葉美濃守 

二三、11110石〇五三 


享保八年許可を受け銀札を発行し、維新後に許可を 
け之を改造発行したるもの。 

銭：^一貫文、六百文、五百文、四百文、三百文、 
二百文、百文。 


藩主及祿高 


初発行の時期其他の記事及種類 


本邦貨幣一覽表 （明治以降) 


五 

銭 

銀 

货 

十 

銭 

銀 

貨 

+ 

銭 

銀 

貨 

五 

十 

銭 

銀 

五 

十 

銭 

銀 

貨 

闪 

金 

货 

金 

貨 

五 

P 3 

金 

貨 

十 

n 

金 

货 

五 

銭 

銀 

货 

P 3 

金 

货 

五 

銭 

銀 

货 

十 

銭 

銀 

货 

銭 

銀 

货 

五 

十 

銭 

銀 

货 

— 

n 

金 

货 

五 

金 

貨 

金 

貨 

十 

P 3 

金 

货 

名 

m 

同 

同 

同 

太明 

B ハ 

布年 
逮二 
第月 

叫卜 

六日 

号 

同 

同 

同 

同 

太明 
政治 
萝五 
布年 
達十 
第一 
三 月 
w 十 
一四 
号日 

太明 
政治 
官五 
布年 
達 三 
第月 
七八 

pq 日 

号 

太明 
g 治 
管五 
布年 
達 二 
第月 
三五 
四日 
号 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

令明 
に治 
よ四 
り 年 
制 H 
定月 
新 

条 

根 

據 

法 

令 

同 

同 

同 

明 

治 

年 

明 

治 

五 

年 

明 

治 

七 

年 

明 

治 

九 

年 

明 

治 
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製造期間 製造枚数 《行枚数 


八匁八七三五七 

三三瓦三三三 

四匁四三六七 

一六瓦六六六六 
二匁二一八三五 
I 八瓦三三三三 
〇 A 八八七三四 
1三瓦三三三三 
三 A 三二九二五 
—1 二瓦五〇 
is 一三一七 
五瓦〇〇 
〇签ハ六五八五 
—二瓦五〇丨 
〇炎三三二九二五 
—一瓦二五 
〇匁四四三六七 
一 X 六六六六 
OI 匁三三二九二五 
一瓦二五 
四匁四三六七 
一六瓦六六六六 
二匁ニー八三五 
I 八瓦三三三三 
〇匁八八七一一一四 
三瓦三三三三— 
〇匁四四三六七 
I 一 瓦六六六六 
三五八八 
— 1三瓦四七八五 
三匁五八八 
ご1一瓦四七八五 
一匁四三五二 
五瓦三九一四丨 
〇匁七一七六 
1二瓦六九 IH 七 
I 〇匁三五八八 
i 1瓦三四七八五 


明治四年 
明治十三年二月 

明治四年 

明治六年_ 

明治四年 

明治五年_ 

明治四年 

明治六年_ 

明治三？一月 

明治四年_ 

明治三年十一月 

明治五年_ 

明治三 iH - 1月 

明治五年_1 

明治三年十一月 

明治四年_ 

明治四年 

明治六年_ 

明治五年 

明治八¥二月 

明治十三年二月_ 

明治六年 

明治三十年九月_ 

明治八¥二月 
明治十三年二月丨 
明治七年七月より 
明治十三年二月まで— 

明治五年 

明治六年より 
明治十八年八月まで— 
明治六年より 
明治二十九年十二月まで 
明治六年より 
明治三十年一月まで— 
明治六年より 
明治十三年二月まで 


l 、*2 c 


id 


STi 三五 
I 、八六七〇ーー三 


新貨条令は明治！！年七？：汁一一 SBIlsd 官: 
明治八年までは全て明治一 -- 阵銘である(周囲の ul 
七八)。明治九年銘以後は線数一七六明治三十¥1三月貨 
幣1&>により四七円に通用0 _ 

明治三卜年三月貨 * 法により二十円に通用。 


MnllKK 


灸1 八八 r * 


明治三卜年一一一月貨略法によ D 十円に通用。 
明治- r . 年銘もある。 

明治一-.卜年 --. V - 月貨幣法により四円に通用。 


一、八 or I 八五 


四、 nil 四、&六 


r 八 § を 明治 i 15 ll lr 0 l lgll i 1 &二篛、一六一 

四、5三、01五明治：年銘もぁる。 


r 55 1 K 、 IG 11 、S 


1、五011 、 I 


1、九三、|九0 


一、 S 、 雲 


八、10九 、I 


一、五01、里 同 

1、1.1|一、\|1^|明治四年銘もぁる。 

一2一一^大明治：二十年一一-月貨幣法により倍位通用を®められた。 



i 、 八£ 

H 、 奋九 、 Kill 

四、一四0、九〇五 
3、一ーニ五、五园 

soi 、 重 

四七、一一一九0、表 


一、 S 全、 Kinl 祺嫌改正、明治四年銘もある。 

1、13』、 直径改正、明治 九 年ょり発行。 

二一四方明治-:一十年貨幣法にょり倍位通用を認められた。 

八、〇九六、30八直径改正、明治三十年銘まである。 

110四直径改正、見本貨箝として轉造した。 

111111、八三七直径改正。 

一一、 a 八、一一〇九直径置目改正、明治四年銘で発行。 

r 一灵、會溫11鱗!^芏日太饔審第一 

SKI 0 備議議 


r 一一一一八、會沒 f 麵 feKi は主日太政官布吿第一〇八号〕 

品位公差^ S 治ナ八年ょ D 千分の三とした 0 I 
3、15、一一一五〇货ぷ補助銀貨幣と称す。周西の練数二十六" 

-五3111 pf 裔釀^•一八^^誃、二十、二十一年銘 -0 

am 、 箱様改正、品位公差を明治 十八 年ょり千分の 三と した。 
四七15£\¥二名貨^条例じょり補助銀貨幣と称す0 
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製造期間 

明治六年より 
明治十七年まで 
明治六年より 
明治二十一年まで 


明治六年より 
明治十七年まで丨 
明治三年十一月より 

明治五年三月まで_ 

明治七年より 

明治八年三月まで_ 

明治八年四月より 
明治十一年八月まで 
明治二十二年五月より 
明治三十年三月まで— 
明治三十年 七月よ D 
昭和七年一月まで— 
明治三十年六月より 
明治四十三年三月まで， 
明治三十年九月より 
昭和五年二月まで I 
明治三十年四月より 
明治三十八年十一月まで 

明治三十一年十一月より 
大正四年十二月まで— 
明治三十九年六月より 
大正六年 九月まで I 
明治三十九 年 八月より 
明治四十四 年八月まで— 
明治四十年八月より 
大正 六 年 十一月まで 
大正六年二月より 
大正九 年三月まで I 
大正五年五月より 
昭和 十三 年 五月まで— 
大正 五 年六月より 
大正八年四月まで 


製造枚数 発行枚数 

四八八、一志、四九九四八八、 Is 、 一四九 
111九五、五1、一五11111九五、五五11、九五一一 
园、四九一、 WC 10、四九一、五五0 
5八五 、 S 111、六八五、0四九 

一、0<1、叠 一、天一、11三九 

一一一〇五七 、 i IrgrK 三八 


明治六年鉑もある。 

明治十一年模様の一部改正(竜の«片)法律 U よる改正 
ではない。__ 

明治卜一年模様の一部改正(二銭に同じ) 

明治六年銘もある。明治十一年祺様の一部改正(一一銭に 
同じ〕 

明治六年銘もある。 

—№1治三十年二 r ^ TT 4^0!# Mt 第一六 
明治三年銘もある。号貨幣法の公布により、明治三十一 
年四月一日限り通用禁止された。 

槙様改正、表*の唱え方々返对にす；21 . 

明治八年銘まである。貨幣法により明治三十一年四月一 
日限通用氣止0 I _ 

量目改正、表の文字を「貿易銀」と改めた。 

貨幣法により三十一年四月一日限り通用禁止された0 


K 銭銀貨幣を廃して白銅貨幣とした。 

11-0パ0三、四001ーー0、垄ハ、九 ^明治三十年銘までぁる。 

五0八九五、 S 九一五〇八畐、一一 B 1 1111^ 

10、11九五0005、一一五四、四0|ハ闻 二匁ニー(八瓦二八七五〕 

j ^ „ 

一、1九、一一四六 一、1七、七 一 〇同 一匁一〇五 (1: 瓦一四三八〕 

曼、00八、 01.0 五三、00〇、00〇置目及模様改正 

六四、五一0、100§、五00、80同 

一四一一、,羑 i 、§、_ 11、大正—よ islg — 
七 0 、五四一 1 、一一一五〇七 cr 五 oo 、 so 同 

—形式改正、七二〇位銀とした。品位孩正、量目«|少。 

袁バーー、？美、さ|。齄詰二^41||_譯？|削る。_ 


八11、八0四、六八四八11、八00、80^^°11?く 
三八五、六0九、5七二一八五、五00、000形式改正、1:目被少。 
四一一、 rarcxo、 0001 同 


m 様改正、有孔となる(孔径四 粍 二四二〕大正九年銘ま 
である0 
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1 A 三二 
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〇匁七四六六 
二瓦八〇 


製造期間‘製造枚数 楽行枚数 


大正九年九月より 
昭和七年七月まで 
大正九年四月より 
昭和七年八月まで、 

大正十一年五月より 
昭和十三年二月まで I 
昭和八年九月より 
昭和十二年十二月まで 
昭和八年九月より 
昭和十三年一月まで 


六 K 七、五一一八、 W 九六六0、五00、000銀貨格を播して白_貨*とした。 

笑0'1、吴一四五八、000、000直径、孔隹、置目改正 

六七一、七5、九五0六七一、§0、08品位改正七二〇位銀とした*犋様1:目変更。 

一白銅 * 幣を駸 して-ー ツケル*幣とした。 
i 、 010、〇き一0五、01001 sl^oo 8 メ r ル法 151 


1、四〇七、六园一五四、 B 0000 同 
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新貨幣 0 製作 

アルミ貨のできるまで 



1. アルミニウム地金 

アルミの場合は、他の地金を阱用せず、アルミニウムを 
使用するので原料そのままを用いる 〇 


2•地金の鏟解 

アルミは鎔 M 点が低いから爐で安易に鎔けて「ゆ」になる。 
その時質を硬くするために千分の五の割合でマグネシウムを 
加鎔される、 


3. 禱棒を作る 

城から取鍋に移された「ゆ」は一 Ji . たまり（マンドリン型） 
に i セ人して徐々に対型を立てて流し込む。 


背 q 銅銭（文銭）は砂型に鎔けた地金を流し込んで作り、 
文字通りの铐边であつたが、現在の法は打製である 〇 
「貨幣鋳造」という言葉は今でも用“ているが、これは旧 
慣に從つていう言葉である。江戸時代の小判や一分判のよ 
うな打製貨と比べて見ると製法も面内く作業上よく似た点 
は幾等も兑受けられる。金貨も銀 K も製作法はこのアルミ 
貨と変りはないが、寸法や目方の檢査は一層嚴重になる。 


4. でき上つた m 棒 

このアルミ塊一本の長さは約七五御:、次に仲延工程に y ハ 







貨幣の製作 


大蔵省造幣局提供 
















計数機 

計数機を使つて一定の数量を一つ一つ容器に入れられる《 


10. 清洗作業 

A 耳付けされ油で i 1 ; •れた 14 板は重クロム酸/川里と硝酸とともに廻転タンクで自動的に K 




ると策品作用によつて薄い酸比皮膜がでさて叙 ih めの役もする 




13. 




ザ : * 

麵 


6.圧穿機 

銳，ハ音をたてて、平板から W 形を打抜く 0 
抜 frf 板け再び鎔解へ 


5•五百馬力の圧延機 

赤く熱した鋳棒は熱いうちに、强力なこの 0 —ラーにかけて沔くされ、 
卜米余りに伸され、更に規定の厚味に ft 上げられる。 


7.圧縁機 

不整形の I 1 】形は取除かれて，耳付け機にかけて緣に丸味をつける< 


8. 圧縁 機の働きと構造 

耳付けされて連続的に飛び出してきて、兌る間に山盛りになる 0 
漸く貨概の形にはなったが、まだ油で i リれた I 1 〗板にすきない。 


9. 円形と耳付け済みの比較 _ 

耳付けは、虹怪を揃えて、圧印機え挿入し模様を比 
印しゃすくするために行はれる c 尙孔あき貨幣はこ 
の次の： r •程で孔が穿けられる。 




























m 




除 i 

_翁 


印機 

トンと生ぶ声をあげ、圧印磯で表裏-•度に模様が打刻まれて 
一合一時間七千二 w 枚の剂合で作ら n る。 


こ の 一円黄銅貨幣の代りにアルミ貨幣が 
発行された。 . 


表裏 


ここで二度目の計数機にかかる0迥転している皿に落されて、 
-十(づっ溝を通って下の袋に落ちる0 
示数板の数字け正確で千枚になるとビタリと止まる0 


18 .撿 査 

生れたばかりの新貨は検査朵で最後の身休検査を受ける。 

こうした fl ： 事は細かい神経を使うたけに、女性が重用される。 


幾人もの人の后に見守られ•手に觸れて、ここまできた 
✓、よいよ最後のお化粧。 




^ ^ ^ ^ 
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多多 

























道铎 C 吏邋 

兵 T 平 j 



小袋詰を五袋あて丈夫な麻袋に入れて • 

製淡年月日や黃任者の印のある小札を付け更に鉛 



六 




















铸銭中絕時代平安時代から 

'■•桃山時代まで 


外来銭時代 

中国、北宋建陲元年 


中阈、庚武筏四年 



7 X *^ c ^ 中國、元至元元年、 


平安末期 

鎌倉時代 
建武中興 

足利時代 
戰国時代 

織田 p^b /.p 

豊臣時代 

銭の四角孔 

錢は皇朝十二銭より千年もの永い年月、四角孔の方式を統けてきた。これは何故であろうか0 
先ず工作上に便利 i いう重费な点があるからである。四角の孔に四角悴を通せば周囲の仕上にエ 
合のよいこと。 

使用上にも良い点は • 孔に「さし」を通して括れば持運びに至って楽であり、財布もいらない等で 
ある0 


文化は隆盛を極めたが、経済上大した進歩はなかった 
帛朝十二銭は磨滅して来たので、新じイミから輪入した銅銭で補充 
|した。 

米や布？,等の物品貨幣は漸次影を浒めて、銭の使用が盛んとなっ 
た0 

新に造幣計画は立; C られたが、実行には至らなかった。 

銭の流通も盛んになったが、整然た‘る貨幣制度を必要とする迄の 
経済狀態にはなっていなかった。 

金•銀も地金のま、で次牙に貨幣の役目をはじめた。 

戰乱のため産業は振興しなかったにも拘らず、金銀は貨幣として 
の位置を高めて来た。 • * 

宋銭に代って良い出来の明銭（主として氷楽通宝）が全盛した。 

明治時代に至るまで流通した種々のものが、この頃生えた。 




平安朝の末から鎌倉時代にかけ K 商樂が発達し、中国への物賭輪出の代金は中国貨幣と取換ぇられ 
た。そして、 それを我国の通貨として徳川三代将軍家光の寛永通宝ができる(一六七〇年)頃まで 
約五百年の長期に K つて利 t された。 


九 


阜齟十銭 ^ S i b u 

l )4 I 麵 —(內数字は年数表） 


称德天皇の御宇 

3、 神功開宝 



，二 


天平神護元年九月鋳造 
( 7 6 5 ) m 


淳仁天皇の御宇 

2、萬年通宝 


天平宝字四年三月鋳造 

( 7 6 0 ) 銅 


元明天皇の御宇、 

1、和同開珎 


[1 


和銅元年八月鋳造 

C 7 0 8 ) 銀及銀 


fc 明天草:の御宇 

6、承和昌宝 



承和二年正月鎊造 
(835) 銷 


嵘蛾天皇の御宇 

次、富壽神宝 






弘仁九年1 一•月鋳造 

¢818)鋇 


柯武天泉の御宇 

4、隆平永宝 



延曆十五年ナー月魴造 
( 7 9 6 )銅 


清和天杂の御字 

) 、貞觀永宝 



rt 観十二年正月鋳造 
(870)銅 


淸和天皇の御宇 

8、饒益神宝 


@ 


饩観元年四月鋳造 
¢ 8 5 9 )銅 


仁明天皇の御宇、 

7、長年大宝 



嘉祥元年九月铸造 

r 8 4 8 ) 銅 


村上天皇の御宇 

12、乾元大宝 


角 


醍醐天贫の御字 

11、延喜通宝 


宇多天皇の御宇 

10、寛平大宝 


V へぃ ——，V 

Vi '， 


和同钱から続いて国家直轄の鋳錢司て_錢が発行された。世に皇朝十一一銭と称せられるのてある。 
この間一一百五十年、改鋳毎に錢は小さく、そして軽くなつた。 


天徳二年三月鎊造 

(958)鉛の多い鋇 


延喜七年十一月铸造 
( 9 0 7 )銅 


寛平二年五月鋳造 

(890) 銅 


八 
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加賀の金•銀と甲州金 

我が国の中世以後は®ね乱世てあったために、統一した通貨は行はれず、從って一定の貨幣錶造所 

はなかったが、諸大名の中にはその頜內限りの通用の金銀を铸造したものがあった c 

各の畏 i 、 炙かったの利氏の末から慶長以前まててあるが、ここに揚げたものはその代表的なも 


加賀牛舌大判写真は模造品 


加賀花降切銀 


切断せずにこのまま通用させ 
ので拾両の表記がある、 


切断して遣うために一面に極印が打た 
n ている 〇 越中国新川郡 m 谷の銀抗が 
開け（慶長十六年）その産銀で fl . つた 
もの、尙花降とは良質銀の意味0 


名そのま、の妙'な形、極印の桐紋は 
Its 秀吉より前田氏に賜つたものと 
加賀白山の神社の供物にこの 
形を残して牛舌餅とぃうものがある 
という。 


〇 


珍らしい H 形の洋風的な、: 
甲州金は松木•野中•志村 
が最も多い。 








金座の話 


雄•豊•律川の三百年 
後藤家の ffi 占事業 


左 H は後 ■» 乘の愫 


遽象重在 



一^^^^ vv\p 


京都に住し、足利義政に仕えていた後藤祐乗といぅ非常に秀れた彫金家があった。金銀の鑑定、刀剣の金 
具、特に刀の目 1 T 作りに於ては一代の名工であった。鏨法を永く子孫に伝え、その祐乘から五代目四郎兵 
衞光次は号を徳乘と名乗り、足利、織田及び豊臣に仕え特に秀吉の寵を受け、太閤桐といわれる豪放な紋 
章は彼の考案したものといわれる。天正十六年秀吉の命にょり大判小判を作つたとき、•これ迄ほんの地金 
まる 出しの雑な楕円形にすぎなかったものに極印を打ち込み、更に自分の名乗りを墨書して、眞正精良な 
貨幣であることを示す一定の形式を作つた。これが貨幣に極印を打つた最初で武蔵墨書小判が即ちこれで 
ある。文祿二年徳川家®が(天下統一の十年前)関東に通用させる新貨幣を鋳造のため、.その相談に徳乘 
を江戸に招いたが、徳乘は旣に老年で下向することが出来なかつたので、手代橋本 U ; 三郎を一門に加え、 
後藤姓を名乗らせて、江戸へ赴かせ、小判以下の製作を代行させることにした•そして大判のみは徳乗 
自ら京都で製作に当った I これがため家版天下統一後も大判座は京都に設け、大判の製作、墨判の 
書 替え、 金銀法馬の鋳造、金銀秤の分銅及び目 it 等に当らせたので大判座のことを別稱分銅座とか 目 貫後 
藤とか稱えられるに至つたリ 

尙十代廉乘のとき U : 戸にも大判座を設け、元祿大判以後の大判を作るようになつたので、京都ではそれ以 
外の仕事をした。 
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英雄秀吉が天下を統一するや、天正十六年（1588)大判金を紡造したのを最初に、その後小判金,丁銀などの铸造を始めた。 

大判は足利氏の末頃に始まり、織田氏を経て、豊 IS 氏に至りて極印及花押を備え貨幣としての條件を備えるに至った。 

豊以氏は永く政権を維持することができなかったので幣制は殆ど整備せず、従って世に伝わる天正頃の金銀貨幣鋳浩年 
X を！^ S . •こ知《ことが不可能と，れている。 

実寸從17 4 %橫1〇 4 % 
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これも一名「太閤額皂分判」ともいう、秀吉が 
铸造せしめたもので右の太閤円歩判と同様に «J 


太閤円步判金 

「太閤袖小判」ふ'もいう、通貨でなく賞賜用の 
ために秀吉が鎊造せしめたものである。 


藏墨書小判文1年21;}铸造 

最古の小判 

この小判は徳川家康が、其領内に通用せし 
むるため江戶に於て鋳造せしめたもので 
駿河墨書小判金と共に我が国に於ける 
一定の形式を備えた小判金の最初のもの 
である、後に述べる慶長小判金わこの 
武截又わ駿河墨書小判に範を採ったもの 
であるが価名及花押を極印に改められた 









大判控…後藤四郎共衛家世襲(大利)京都.江戸 


金痊…接蕗庄三郎家世襲(小利I〈刀判) 


大黒常是(金痤又は御勘定奉行の监督の下 
1:行われだ) 


金銀痤の支配下13おか)[I各所におリ興廃 
常な/^す 


德川幕府発行貨幣種別表 


(拾両 )( 別称、黄金)「徳川氏以前よりの形式を襲弔- 


一枚を以て小判五両に 
(春 両) 

四枚で小判一両に 
二抆で小判一両に 
八枚で小判一両に 
十六 ft で小判一両に 


天保八年(一八三七)創铸 
褰長六年(一六〇こ改铸 
慶長六年(一六〇一)創铸 
文政元年(一八一八)削铸 
7L 禄十年(一六九七)創铸 
文政七年(一八二四)創铸 


赛長の幣制当時は五十匁 .、，/ - . 
元禄の幣制は A * 十匁以後孽長ブ年 ( T ハ〇一)削铸 
は六十匁を以て金一両に 

十二枚で小判一両に 明和 二年(一七六五)削铸 
四枚で小判 一. W に 天保八年(一八三七)創铸 
(別称、南鎌)/\枚で小判一両に安永元年 ( I 七七二)削铸 
十六枚で小判 j 両に 文政十二年(一八二九)創鋳 


銅貨 

天保通« 
寶永通寶 
慶長通寊 

元和 ii 寶 

寛永通寶 

文久永寶 


幣 四貫文(四千文)小判一両に 

百文通用(重量、*匁五〇〇)天保六年 ( I 八三五)削铸 
十文通用(重量、二匁三五〇)宝永五年 ( I 七〇八)創寿 
一1通用 褰長十一年(一六〇六)削铸 
一文通用 元 和 五年(一六一九)創鲟 
1文通用(重£、〇匁七二〇)寛永十三年(一六三六)創铸 
四文通用(重量、〇匁九〇〇)文久三年(一八六三)削铸 


眞鏟貨幣 四貫文(四千文)で小判 I 両に 
寛 永通寶四文通用 PUM ot M 明和五年(一七六 八) 創祷 
精鉄貨幣 四貫文(四千文)で小判一両に 
宽永通寶四文通用 palcJMW ) 万延元年 (一八 六〇)削铸 

鉄貨幣 四茛文(四千文)で小判一両に 
gl 7 xI I i g 一文通用(1、〇匁八〇〇)元文四年 ( 一七三九)創铸 


金貨 

大判 
五両判 
小判 
一分判 
二分判 
二朱金 
I 朱金 

銀貨 

丁銀一 
豆板銀 

五匁銀 
一分銀 
「二朱判」 
一朱銀 
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後藤家二代ょリ十七代に至る目貫の代表作品 

名工三 作とは初代 祐乘(一四四〇—一五一二 ) 四代光乘(一五二九—一六二〇 ) 

と八代即乘(一六〇〇—一六二一 ) をいぅがこ、には初代及四代の作品はない。 


六 


















慶長大判 慶長六年発行 

量目16 5. 6瓦書大判）全. 


実寸縱2 %橫91% 


今千 
品位銀 
銅 


表記墨書は拾両と後藤の花押（大判座後藤四郎兵衞光次作） 

徳川家版はこの大判を一万六千余枚作つている。はじめは琳ら賞賜 ffl として作つたが後に市場に出 
て通貨として用いられた a 流通相場は七両二分（小判建）を以て平価としたが、取リ1相場は必ず 
しも其平価によらず小判拾両以上の相場を保つた。達筆なこの花押の形が笹の葉に以ていること 
から俗に丧大判ともいう0 



大判拾兩とは，， 

大判は一種の貨幣てあ5が、小判の拎両と称するものとは異リ、黃金即ち砂金の目方拾両 
r 四十四匁余」を表したものて主として儀式上の進物に用い、「金舂枚」或は「黃金春枚」 
と唱え何両とは云わなかつた 0 


兀祿大判元祿ノ \年発行0 6 9 5) 




兀祿文化の香りも高い、大判の美 

金の品位は低下したが洗錬された製作技術によつて充分にそれを補5ている，慶長大判よりも多く 
三7/•枚も作られて，/、るがその後の改铸のために鎊潰されたので残イ/数は少ない。元祿という時代の 
愤槪も手伝つて時価は®長•享保なみ。裏面にある「元」の字の極印は元祿の意味を表したもので 
ある t 又左すみの「茂•七•九」の小極印は大判、金見役の極印。 
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. 1 


:: 



4 . 


徳川幕府の大判は五種 









裏 


この大判は八千五百枚綺造された0小判と共にこの年代のものは慶長金に非常に似ていて品位は 12 
によく花押も享保らしい筆調だ。獅 i の金肌や.、 M 目の跡なと'によつても製作年代や金質の良否か 
鑑察できる。尙花押は墨書であるから淡くなると後世、後藤家に持參して書き直して貰えたので花 
押だけ新しい古大判もある。 


享保大判 享保十年発行 C 1 7 2 5) 


大保大判 天保 九 年発行 （1 8 3 8) 

金千分 674 

量目16 6瓦 " ロロ位銀 # の 2 7 6 

銅ク 5 0 



金の拂底は益々酷くなつた 

海外との貿易が盛んになるに從つて金の流出も多く又元文以来の改錢 C 惡く）に良質の小判は私蔵 
するものが多くなり、政府の保有金は益々少なくなつた。従つてこの大判も製作数は至つて少なく 
一千八百余枚にすぎない 0 享保大判と殆んど同一品位量目のものを作つたが、花押のみは異つてい 
る〇 
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莫產目（鎚目) 



天正大判の鎚目〇 


地金を叩いて延していくうちに自然についた鎚跡の美 
しさは、生？た鍵目が見られる。 



慶長大判の鎚目。 


系列的に鎚目を入れ、金 K が均一粘良なことを示して 
いる 0 


為 

元祿大判の鎚目。 

工作には石の上で表面を平にし次に鉄床の上で鍾目を 
叩きつける i 、 裏にでた跡は平になり他の石肌との違 
いが出てくる。 




鮑熨斗の葵蓖目から大判に0 

大判を貴人え贈答するときに鮑熨斗を添えて差上るこ 
とから、大判の鎚目を鮑熨斗の莫萌目に似せて打つよ 
うになつたと V 、う。 



天保大判の鎚目。 

技術の進歩によって意識的に英萌目に似せて打ってあ 
る。棰印も明瞭に正しく打たれている。 



萬延大判の莫 s 目。 

系}腌 t こはなつたが*裝钸的な美しさで眞の美しさは無 
くなつた0 


禹姓7：判 


萬延元年発行 U 8 6 0) 


実寸縱135%橫80% 


徳川末期の銀六割大判 

幕末の動徭はこの別天地にまでもひびき二百年 

の伝統を破って小形となつたうえに品位も銀六割 
強となり徳川末期の苦しみを反映するに至つた 0 




鎚目も極印もきちんと揃え花押も型紙で; a いたと 
思はれるように揃った字型で頗る美しい製作で品位 
が低下すれば金色も悪くなるはずだが色上げして色 
艶をよくしてあるので一寸判らない。一千七百枚を 
紡造をした 

V . 
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⑽，断 

定量四匁七分六腥（金量四匁八匾） 


jrS ^ "a 


iit 


で「眞文」 i いぅ•この唱え方は、文政草文 
と区別す るた めの俗稱である。享保の良質卜 
判が 影を 潜めたのに驚いて改鋳し、金； jg ； が少 
ない にも拘らず「同一の価値で旧 貨と引 替え 
よ」 という 政府も中々の乱暴だが、この改悪は 
海外流出防止には相当効果はあった。 

尙この小判は江戶時代を通じて ft も長く流通した0 


特徵 nt の「文」字が草書なので草文小判 
といぅ。 

将軍家斉の中年後の奢侈浪費と財政 
の膨脹に対応して、度重なる平価切 
下げ(改鋳〕の結果、金質 II 更に低 
下してこの小判となつた。このため 
グレシャムの法則は遣憾なく発揮さ 
n て人民は良質の旧貨を秘蔵して出 
さなかつたので、政府は嚴笊な制裁 
を設けたが、効果はなかつた。 




り小？い。又この年間のものは正8.享保を区別 
する極印がない。「正徳•享保新金 J と云われ、 
乾字金の失敗を恢復するために、慶長の旧制度 
に復して発行せられた良質の金貨である。 





(品位、 tt 目)の慶長への復帰政策は達成され 
たが、反面国民による退蔵や海外への流出で市 
影を沒した。 


数多い棰印は身分 SE 明* 

小判は表書通り、 R 本围中一兩は一両として立派に 
通用した。従つて銀貨の丁銀•豆板銀の ょぅに天秤 
の厄介にもならなくて済んだものだが、金質である 
だけに、時折はその筋の御役所や両替屋で、目方の 
«つた僞物でないといぅ目印のために小さな極 NJ を 
押される。この小判も十余り押されて、見る目には 
汚いが、いわ•は自播の身分証明*となつている0 
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量 

定 




卜截— '0 

ハ. , 
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小判その他の金銀に、両替屋仲間の目印に 
用いた極印で「道吉作」の銘ぁり、其尖端 
に r ィ」の字が刻してぁ^。(寬文以前の 





宝永七年〔1710)発打 

定躉二匁五分（金盪二匁七厘〕 


元祿八年（1695：)発行 

定量四匁七分五厘（金量二匁六分七厘) 




■ is 

慶長六年 H 601) 発行 
定噩四匁七分六厘（金*四匁八 厘 




|小さま^まの 

小判春雨 

品位の佳良なことと、表面 1 C 打ちた 
る横線(吳座目)が他の小判に比べ 
て細かい。 


特徵 H 大判及一分判 i 共に其裏につ：儿」 の 
一字を表はしている 。又品位の 劣る 
ことは甚だしい。 


小判定量及金量は幕府既定表による』 


特徵=琪面に「乾」宇の棰印あり小形であ 
る。有名な新并白石の獻議にょつて 
品位を慶長小判並に復帰せしめた 
が、その定量は全く半分であるため 
この小判を小形金とも稱えた。 






































が 4 


特徵 =1 f 面に「正」の字を入れ、正字小判といい形も小梨であ 
る。黒船の来朝によつて鎖国の夢は破れ。金貨の海外流 
出が激しく、このまま放 m 3 すると*金貨は皆無となるよ 
うな情祝にあつたので品位を低下し量目を減少した。 


特微 M 従来の手打ち平板造りでなく B 丨 ラーを用い、機械で平 
滑にして作つたので表面のでき上りは美しくなつたが、 
午作りの雅味は失はれた。「保」の字で年代を表わされ 
これを「保字小判」といぅ 


議 


■ 



貨幣の改铸ばかりをやつてきた政府はこ、でまた改_を行 
た。表向きは「品位を良くするから置目を減ずる V - と稱して 
実際ぼ^の a を更に落した。 


外国の金銀価に比べて釣り合を とり、 小形の小判を作つたが却 
つて 国内の紛擾及び物価の騰髮増し、尙各問港場ょり S 貨 
幣の流出は止まず、内外情勢急边のうちに明治新政府の手に委 
ねられた。 


大呆になつて初めて作られた貨幣。品位は頗る 
長金に匹敵するが、金量が、天保小判の五両( 
りも少いので人民から嫌はれた。小判同様ロー 
にした反金から作つたので、裏に鎚肌がない。 


































小判はこぅして造られた 

江戸本町金座の文政金作リ絵図 


. 


一地金を秤る…… 

大きな天；£:を用いて金•銀 
銅を規定の量づつ秤る。 h 役は帳洚と 
照し合せつ ゞ 枰の目盛を見守つているハ 




r 


■靨一 

1 i 


i 延金の金位 iL らベる 

銅気改所で切断された延金の一片は r 

でその金位を しらべられる、 文政小判 
小判の中でも品位はょくないもの•た。 
右手は役人詰所。 


iFj 』 

_0i 


一一.謹 

SI 


0 


i 大吹所…… 门方が砰〇れた 

地金を鎔瓣爐に投入れ、镕解後、下の 
小穴を開け、砂沏に注入し後これを打 
碎いて小塊として小吹所へ。 


MB. 4, 

,[>.ir‘ > ,> *1 


1 


0 


15 


，銅分を含んだものを取除く……「のべがね」 
を 二つに切断し、半; , r は金位改所へ、 
他の半片け こ、で 銅の有無を しらべる。 
図中右手では焼いて銅分を見ている。 

/ ii 手では銅分のない規定通りのものに 
3 i 印を緣に連刻している。 


さ i かね作リ……先ず敢初に良質の 
金 地金を 作り、これに 規定の 鉛と 
銅を浞鎔して柿状の鎊型に汴入し 
「さを がね一を作る。 


P 


fl 一 ？ J 


金の品位検定所 

品位未定の金塊をこ、で試験石へ|«り 
付け手本金を其側に ffi り試み金色を鑑 
定して金位を 定める。 


ノ 



-1……荒造り小判の炎级を 
平滑にして厚薄の ないょぅにする C 
つまり無地の小判形を完成される。 
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右の方で小判、 


小判は片面づつ打 
ム n と極印とで衣 • 
にはさんで鎚で打 
面に校樣を施す。 


小判の色攝げ ……枨印済みの小判は川砂で 
磨き平滑にし、色上 tf 剤を塗り®火で焼き 
食塩で®:桁する、再：*この作業を操り返す 
と炎! il の銀分を消散せしめ、純枠の金 CL と 


3 J^L lwk_ • / 

T 鎚目打ちと纗打ち ……小判の表面に匁のついた 

鎚で鎚目をつける。手加減で やるから 鎚 H 一 

の間が一定しないのも無理はない。 

M 目を 打つと反るので、沢山重ねて打ち平に 

して楕 z の寸法を1定にして仕上る。 

こ、でも ft : : t しているが何度も秤量するの 
は北：：も今も変らない。 
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r てき fc 金(小判•分金)の檎査… 

形の不皸なものを除き、表や裏の 
極印をよ/、検赉する。こ ゞ では羽 

織を^た上役が最後の検杏をし r 


i 金箱の藏入れ…… 

二千兩づつ入れられた金箱座の蔵に納められる 
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t 仕掛け小判の保管 

an 踌造作業が終ると、仕掛け金は > w の 
中に入れ、帳渖と現物と照し合せて、 
封印をして保管せられた* 
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五年間に四度改鋳。半分も銅を混ぜた宝永1銀（二つ宝） 

を始め【こ永字.三つ宝.四つ宝となると、その八割が銅で、 
仝く銅貨といつてもよい位のもの 0 


銀貨幣との換算 

銀の貨幣は目方を計って使ったので、目方の単位と同 
じの貫•匁を使われ、一以•目は千匁と換算された 0 日 
常の取引は、金の一両に対する銀相場によつて「銀 W 
拾何匆」と して 通用した又銭相場に換算して、銀を錢 
に替え最も広く日常生活の通貨として用いられた。 

丁 銀•豆板銀の極印 

丁銀と豆板銀は、共に銀座と共同の事務を^:った大黑 
常是という世襲職の者がその製作の実際に当ったもの 
である。故にこれを大黒銀とも唱え、その包銀を常是 
包（別掲三七頁参照）とも唱えた。丁銀の表面には必 
ず大黒の像、常是の 字、宝の字と 三種の極印を具備し 
ている又豆板銀にも、是等の極印の一部分が必ず表わ 
されている。 

銀 — 個の 重量 

丁銀も豆板銀も一個の®量は不定にして、丁銀は凡そ 
三十何匁より四十何匁間のもので豆板銀も小わ何分何 
厘より大わ十匁以上に至る。 


徳川幕府発1〗の銀 k 常 


丁銀と 
豆板銀 
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安政六年(一5九)十二月改铸 


) 五月改8 


保字錤(保の字棰印> 


天保 A 年二八111 ¥) 十 


















(小形にして軽量一一忠 


の他に品位形式同 






























商用銀五百目包 


此種丁銀の包には何の銀というように銀の種類を明示しない f ? 惯であった0五竹 ㈡ 包は本両替屋 
(金銀の大1取引をなすもの）が多額の銀の取引の便宂上、包封したるもので、この五丫 n 】 包二十 


個を一筘に容れたものを銀箱（別掲參照）といレ、其銀箱の表には銀拾 ff 目と大書したものである 


天保小判百枚を一包としたるもので其目方は一包三百目（天保小判窀両二三匁） 


n は万延小判の TI 両包で目方は八十八匁、從つて天保小判の竹両包に此ベれば非常に 


差異のあることは一見して明かである。 （7 ア延小判荖両=八分八厘） 




昔の金貨幣の大きさ 


寛永文銭 

伝説の多いこの文戠: i 今でも指輪や、お守りとなって 
柩病災難除けに fcii はれている。 



寶永通竄 
銪十文 a 
宝永五年創溪 



# 



精鉄四文錢 

万延元年創辑 








寬 7 戈通宝 
寛永三年より 


水户に於て鎔^のもの0 



大判（五枚）小判（六枚）と一分判•二分判を重ねて立体的に表わしてみた。これで見ると大判 
の大きさや小判の大•小及一分判（左方手前）二分判（光次花押）等それぞれの蔑がわかる。 


十円のギザ目と大判の極印 



更に大判の上に十円硬貨を乘せてその差を表わしてみたが、ここでは主として緣に注®をしてみ 
たい。今の硬貨にギザギザのあるのは、緣を削り取られるのや他の硬貨との間違いを防ぐためて 
ぁるょぅに、大判の緣にも同じように極印が押されていて、削包取られないよう周到な用意がし 
てある0 



銭獨楽 

大平を謳歌した元祿の頃より始った遊：/で、近くは.昭和の初年頃まで地方の付でよく見かけた、 
こどもはもとより大人まで、こ n を作って楽しんだという。その作り方け筆軸の短かく切ったもの 
に文錢を四、五き、その管の中に細い心_を入れ廻転の軸とするのである。 


側面（緣）拡大図 



上の写真を S に局部的に1¢大してみた、上から十酬貨、天正、享保、錄， K 長、天保大判で 
緣の極印は-寸見ると無雑作な酬のようにしか見えぬが、よく見ると表面の獅と同一の獅 
が打ってある。天正時代の古くから旣にこれだけの注意が払われている 0 






寛永通宝（真 

明和六年. 
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■銭鑄造場の図百文銭を鋳造するに先ず其基本とすべき 
一枚の百文銭を彫刻する.之を母銭という、之より种銭を鋳造す 
る場合は錫にて数 I •枚鋳写するので銳種錢という：更に錫村(钱よ 
り数千枚の唐銅紐銭を鋳造し、之を鋳形として百文銭々鋳製する, 





保 

枝銭 



天保六年•全国の諸藩で発行の藩札と引 
替を目的として多浦発行創铸当時金®両 
に付四十枚が安政年間には六—枚とな 
り、7/延年間には更に百枚となり維新後 
は II ハの八厘となつた。 















大黒、恵比泊、七福神、三猿、虎、駒引、念仏、などを現はした絵銭と呼ばれる銭がある： fo 夺りにするための物ずき 
6、ら作つた.ものであるから、通貨ではない絵銭には数多くの変つたものがあり、铸造数の少ないものほど珍項:される 
挎はおおざつばだから一文銭と同じ重さや形のものは、さしにさされて通貨と混じつて平気で授受されていた 


寬永錢が鋳造されるに及んで、全国で流通していた支那渡来錢の通用を禁止された0 然し長崎地方では支那との貿易甩に支 
那風の綫を造ることについて幕府の許可を得て万治二年 （1659) から長崎鲂銭場で製造を開始した当時明朝七期の忠臣鄭成功 
(歌舞伎で有名な和唐内）が軍資金として永曆通宝を依賴してきた0これらの銭は彼が立 SS つた台湾で主に使わ n た。 


四 


上野寛永寺五重塔の絕頂部相輪の宝珠の中より女の黒髮（写真右下部）と共に発見されたもの 


1 

変形の銭 


大形で鉛の細倉当百文 


丸い孔の凾館通宝 



元治 • 慶応の頃（1864 


天明四年〔1784)に鎊造された鈇銭。 


された珍らしい切手銭、 
私札の役目をしたもの c 


見せ 銭 




天保銭鋳造の利益（一文銭六枚鋳潰すれば百文錢一枚が出来る）を知つた各藩では' 藩札ど弓 I 換え 
を行うという理由から铸造許可を政府に願ぃ出るものが多かつたしかし政府は「 X 保通宝」の钱 
名を用いることを許さなかつたので、これらの藩主はその形を同じものとして銭名の異つたものを 
_'造レ領内に通用せしめた。牌摩 • . ft •津藩の「流球通宝」、筑前 • 黑田藩の「筑前通宝」、土佐 • 
山内藩の「土佐官券」等はこれに属している。併しこれ等の藩主は一凡許可されるや後は、極秘で 
「入•保:®宝」の铸造を行った。そのために現在ではこれらの藩銭はあまり残つていないので「見せ 
銭」と称している0 


〜 7) 発行 
私鎊銭で 


四 















安永六年(1777 ) 発行 


安藝広島藩 

明和元年 ( 


4^祕驂 


本邦最古の紙幣 

伊勢山田羽書銀札武分 元和八年発行(一六二三〕 


越前福井藩 S 五& 晏元年発行(一六六一〕 



福井藩での藩札発行に習つて—の大名は自領の 

経済を助けるために、どんどん藩札を発行した。 



紀伊和歌山藩銀札春 A 


11 7 - n ろ T 

二 •* V 、7;. 
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-^ rcrr :: 


元祿十五年発行(一七〇二〕 


扇漏 

if • 


備前岡山藩銀礼拾匁 享保十五年発行(一七三〇〕 

( ？.一：|羞|:乎 

一..，\ :臺釋丫 4 」 


•‘» I ■1■ • t I 


1 t 望1量 

P 、 JL ; : — :, .. I I 
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この用紙には小判型に尾州の字がすかし漉きして入 


尾張名古屋藩金礼舂両米切手 

寛政年間発行(一七八九—一八〇〇 ) 

金荖両と米六斗、 と 当時の換算率が 表わされている 
























出雲母里潘礼 これら出雲母里蕃のお札は、特漉のすかし模様を人れ 
文政七年発行(一八二四) 製紙技術を生かせている。同じ頃の他薄発行のもの 

钱礼三十文べ II 十文と比べ当時の母里藩は、文化の進步した藩でぁったこ 

とが窺はれる。 
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圓圈 


備中宮內 銀礼舂匁 私化四年発行(一八四七) 

r '^ l ^ ‘鎖-一0一^51 
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■• s : Hi ^ 吉5|1刮請大津座.§1 


近江老蘇 豆手形銀札皂匁 嘉永二年発行2八四九) 
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攝津灘爲替手形 

錢四百文札 跡三年〇⑻）発行 繼礼 
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銅版にて印刷されていて、土地独 

土作高知落金礼五両 得の is に著し—なものである0 



藩札発行の i ; 法は藩の札奉行の下に領内の信用ある有力者を札元として発行引換の任に当らせた 
場合が多く、中に Ij : 藩の産業会所をして発行させしめた例もある 

本来正貨(»貨)と以換られるべきであるが、準備金の用意が充分にあつたわけでなく、又確固 
たる 信用を 基盤と したもので もな く、領キ：の権勢に於て発行したものであるから実際には不換紙 
幣に近いものであつた。 
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銭はこうして铸造さ机た 


この絵図は享保十-*•:年(一七二八)凡そ W 三十年 ntl に仙台^石卷に - 
//• て^永通^錢を_造のころの絵卷を石版にしたもので、背の造幣 
作業を簡単に知ることができる。 
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江戸時代の 

各種 


裏書からみるとこの箱は船の中 
に於て使用したるものらしい。 



千両箱は初め千両を保管するためのものであつた•か、 
後に，は、^^しも千両とは限らず豐萬両も入れられる 
大きなものから四、五百両に充てぬ小型のものもでき 
これ等を一と口に千両箱と呼ばれた' 


徳川時代 錢座て使用した 


i 甘ろ堝:了 破 石 



この; ift 尚に よつ て金属を鉛解した0 


千兩箱（銀箱）二種 



江戶に於て一般に唱えられる千両箱の代炎的參考品である0上部は頑丈なタガネの金具付で銳前も 
鍵も揃ってい 1 る0大 S さけ高さ十八糎、縱二十一糎、横五十三糎0下部にある f 片勢八と書いてめる 
ものはその反対測に伊藤とあろ\から、恐らく江戶麴町八丁目にあった有名な吳服兼兩替商の伊藤氏 
#势屋八兵衞であらう。此汕1積二っ剤の横開きで銀筘である。高さ十六糎五粍、縱二十七健八粍 
横五十三柯。（三六、五七頁絵図參照） 


五 



S I 通リ十九個 

分銅は必ず天秤に附属したもので其 
数総計十九個を以て一通りと pa える 


分 si 重ねた側面 




多 
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伍拾両と參拾両 


k i 


五百匁(伍拾兩)の分銅 


:」 H , L.J 


甙拾両と拾両の二個 


^ C ? 



f , a 

¥frf 


五両より壹両まで五個 


- fl 't J / M • ! # 



五匁より登匁に至る五個 


f In . 







其底の裏書にある通り享保贰年0717)五月湖日《都鈇屋町 
三条北人御屋敷御用達両替屋伊勢屋藤兵衛が新淑 

して、それ以来二百有余年間持ち伝えられたもの。 





































両替屋店頭の図 針口天稗、銀抑:、銀包みのさま、算盤、娜 i 等 i 細かく見ると面白く、音の両替屋の実際を知ることができス 

(上方のもの） 



五 . 生美®は小判及分判に用い端キラツは丁銀五 Yi •目包に 

七 用いた。 


rm (上方使用京都三井両替店使用 

に銀目で「百、千 w 、 十、贳、 rf 、 十、匁、 分、厘、毛」の 十一 桁 
の 目盛が あり、 長さ九寸七分、 横 四寸八分、 総て 


小判歪み直し木台 

小判や小粒等の表面の歪みたるものを 

nil レ、 マ •求ネスに W レ、す.， k の 


V 、れ 


古川柳にょる傍証！ 

両替屋四粒ならベて 

江戸両替屋店頭図 

この図は本兩替屋以外の所謂脇両替屋たる三組兩替屋(金銀ばかりでなく銭の兩替も取扱い且又一 
般の商業及金融業も兼ねて営んでいたもの)らしい。 

図中に銭及米俵の画かれている事にその裏付がある。 











江戸時代に 

両替屋及び銭屋て•使用した看板（三種) 



分鋇形 


容器を 






銭の売買をなすものは「銭屋」と唱え、慶長十三年初めて江戶に於て、宽永銭が発行され 
其後益々 M の取扱が盛んになり、市中各所の繁昌せる町々、或は寺社の門前等に於て銭屋 
が散在した。 



五 

両替とは貨弊の両目替(金目替)のことで必ず量目を以て取扱う金•銀の両替のことを意 
味したるもの 





金桝 一分金や二分 金を 勘定す るに用いられた。これらの金桝^今日の fi 行などに於て庚用する、 
青銅貨計などと歴史的系統を t つている 


删_ 


三井次郎右衛門包判木及押方見本 

と部は包金の判木の捺し方見本下部は金，銀包みの判木の実物。 
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銀位見競書 


この見競べ書は〗•几、享保一一：年卜一月刊行のものに、元文 VC 年文字金発行当時更に朱書を以て、享 
保と.•儿文の両年代に於ける六品銀の通用荆合を一目の下に比較せしめ換??:に便利なように作られ 
両替店に於て利用したるもの C 
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江戸本両替 I 屋 
播新事播磨屋新右門店 

(中井銀行の前身} 

明治十五年新築落成記念に銅板刷り 1 C て 
作られた写真で、新築 i . はいえ、格子造 
リの構えなどは、別揭の三井両替 店と 似て 


幕末安政七年11月の古図、 

51 替札取人操込図の書入れあり此頃金銀 
同店 の通用価 flfi が俄に割増になつた為に、引替 
平面図人が大勢群集して来たことがあつたから 
のこと、 M はれる。 


日本橋及常盤橋附近枢要市街 
延宝八年版 

因中後藤金座(現在の日本銀行位置)附近の本兩#丁 及駿河町には江戶に於ける 
兩#屋の中堅どころが店舖を持ち住居を構えた もので「両かへだな」「なら e - 

「樽や」「四日市」等は江戶市街の枢要区域であり、從つて水陸の便も今日とは大 
いに異り当時は非常に開けて居たことが伲ばれる。 













職人か出入の際用いた鑑礼 


職人出勸の際鑑札改め場の図 

絵に みるように、 職入は手に^札をもち、 
これを 示して脫衣場に入る。 


嚴重な職人の出入リ 

«幣の製造は特殊な作業である関係からェ垛への出入は 

昔は相当注意が払はれ七の SU 重さが、この絵図によつて想像される。 


江戸本町一丁目金座表門の図 



金座職人出 P 改めの図 

退出の際は作業衣を脱ぎ、裸体で下役入に頭髮の檢査を受け 
爪先を洗い更に口を嗽ぐ。そして r 罷出ます」と大声に述べ 
( n 中に何物6含んでいないことを示す為)竹を跨ぎ退出する 
等人権蹂躪式検身法がむけ小た 


職人役服着用の図 

ここで 官姶の作業衣を着け、それぞれの職場こつ 


作業衣着用前、改礤の図 

職人は工場に入るとき門で鑑札 S : 示し、ここでその 

笟札を役人に渡す。一様な持ちものは木製の弁当箱で 

それ以外のものの持ち込みを許さなかつた。 


四 























































































昔の旅と貨幣入 

か 江戶時代の道中は頗る物騷であつたから紙入、 W 布などの外に路用の 

Hk ： 刀 ; i 刀に見せかけた金入れ* 金を忍ばせるに苦労したので、苦心して作られたものらしい。 





m 

帛製にできていて丁銀 • 豆板銀等を入れ 

前の金具を開けば、ホ•ッカリロのあく枕で 
ii •重品（お金）等を入れ、道中は枕にして 

さまざまの銭入れ 

祠から釣下げて使用ヽしたもの。 

用いたも'の ， 

































91% 
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太政官札は一両以上のもの多く一兩末满のもの少なきため、不便を救ぅために明治一一 
年十月から発行同十一年八月まで流通したもの。発行髙七百五十万円 



実.!*39% X 113% 







開拓使兌換証 

明治五年一月よリ発行 















この Mi 紙幣は11>|代の不足を補給するためと 造幣 m 地金、吸 集の H 
的と 1 : より 発 wl 」 ね、この他 !：拾 円と 一 . M 類あり明 vfr 八年 五月 
三卜 一 n まで i 際は— 一 JJ まで)流通した。 


三并組の名儀を以て発行せられたのであるか、実際主として和益を享受し償却の責任 
を レ弓ノたものは 政府であつた、故に rill : 券とけいえ政府紙幣であることは間違いない。 


.T ‘呦冬 ^;^ v . 


北海道の i 一拓 ft 金に充当のため 発行され、この他拾円、 五 円、荖円共六 種類 あり 
明 ^ 八年五 ii 三卜 一 R まで (実際は一 一月まで)流通した 大蔵省兌換 ,01: 券と： M ： じ 

く三汴組名儀を以て発 rr した政府紙幣である 
































実寸89% X 138% 


この紙幣は紙幅寸法が二円と一円、また半円、二卜銭、— 
銭の三棟がそれぞれょく似通つてをり、又金員の字休も細 
小で余り違つていない»'.*|から、一円を二円に卜銭を二|銭 
に改描される弊害がぁり、又紙質が洋紙のために手段を施 
せば地紋や印肉を 消滅し、 彩色を変更する こと も容易でぁ 
り且又損傷が 甚だしく、 その •«:: も多い ときは ーヶ月 r 余 7/ 
円の多きに及んだ。 








射 58% x 92 
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錢拾五 

讦 li 单六圧大 



欧州ナ、ち' か！ C に非常な好 ffl をもたらし、それに伴つて通貨も膨脈を来し、政府は全力を盡して 
補助 tt の i . 努力はしたが当砖補助 K 幣用素材でぁる金属類の払尚:^噙製造能力の減等1:依り、 
贈 r 进か-1> :ii らず、ここ t : ±J いてこれら三種の小額紙幣を発行して一時の^ {: 応じた。 



赛够!里辦％ 


MW • <- 1 1 11 • : IT 


改适紙黹（政府紙幣） 

明治三十年十月一日、金本位制の実施までは 
通貨は総て銀本位て発行されたので金〇円と 
表記されている 


拾 円 券 改造紙幣 C 玫梅紙*:) 


明治十六年九月よリ 


薄^蠱9 




•，“41 け .M 彙ぐパ 




実寸 92 ^ X 155 % 


j 狐^ j^xm^saasy ぃ 


•^ opommc^DD こ 

jO 、“贫 


新紙幣の紙質脆弱なことと、偽造をなし易い欠点 
を改良するため、明治十四年二月から漸次新紙幣 
と交換発行せられ、残余の新紙幣と運命を共にし 


替__轉 8 


圍五 


心 mmmad 


试八六〇〇 


IiiUj"85%xl47% 


明泊十五年十二月よ 


资五〇六七査 


搞七 iMft 


パ 〆 ，/ • 


f 五〇六七會 


硃七紊第 




















射83% 



灾寸58% x 152% 



50 钱銀貨に 代つて 発行 

昭和12 年〜 16年の支那市変の勃発に よ つて 小額 通貨の 需要旺盛とな 
〇 »—方 浦 肋 rt 幣用 素材は軍需 資材と しての 緊埂度 極めて大 である 
ので昭和 13年臨時 通貨 法を 制定し A : 十銭の 政府 紙幣を発行すること 
となつたがこ n V 、その最初である。 


昭和17年12月8日発行 


昭和28年12月末限通用禁止 

























国立 iS 行紙幣 

舂円券 


国立銀行) 


也ダ竹复1触 


inmiirnuH 


ノ SCT て••巴杯で 


纖 




明治 71; 年 h 一 ; -J 国立銀行条令が公布され、矛 一 M 立銀 -ff を初 
めとして令！！で U 五—三 - tf が#}純いで開戈され、各銀れで 発 
rr された紙幣は*これらと同一図 ^5 のもので、ただ 発 tr 地:^ 
t 頭取 S - び支 fill 人名印等は^つ、ている尙此種紙幣はァメリ 
力合衆国 紐 育で印刷製造されたもので明治二トニ年卜：片未 
限り通用を禁11:された 


























本邦製最初の洋式印刷紙幣第十五国立銀彳 J 1 新紙幣 

当時紙幣寮では新式機械ね備を輪人し、同時に技術者を招き、その指導のもとに m 1 

本格的にお札の印刷を始め、先づ出来上つたのが下の皂円券である 土：円# 

舂円券 明治十年より発行 





































































































f .i£1 春 





表：； i !* i : ou ? J -2- 出 各 


だ爷 —， *v 

<>|手莩を导^^夺交達务箏袅すパけ年ユ0<、 

句音莒ゼ Mf* 用 * rJ-tr'1:- 一 ^ t.n 叫 ^ 各 


































実寸56%>.12じく 裏 表 
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実寸 45、 x 96 て 


裏 


表 




急造された荖円紙幣 

国内通用として造られていた一円日本銀行券の木:完 
成のものを更に不必埂部分を抹消し、軍用手票の字 
を揷入改造して戰地で使用さ n たもの。 

I 

軍用手票は占領地 区の 軍費を賄う ために 発 
行され る。そしてわが国 も日月治三十 七 年 日 
露役以来戦役の度 毎に 発行され ている 0 









五十銭銀貨 


明治4年より発行 


鈕800 

品位 

m 絹200 

豇怪1寸〇4 匁329 


- 

表 


明冶6年より発行 


_ 


裏 （:摸様改正） 表 

4年より発行のものと比べて品位は変らず怪で 
2厘納少*目は増加。3匆588 


明治33年より発行 


m 800 


〜.一 


销200 

裏 ittmu 寸9 は目2匆7 表 

銀価の騰贵に備え、二十銭と共に置目を輊くし, 
同時龍図は姿を消した。 


大正11年より発行 




品位改正 


鈸720 

m 280 


茨 1££怪0寸775 IA 目1匆32 技 

大正7年より改正発行されて V 'たものを更 
に修正レて発行されたもの。 

尙この図案原稿は一般より懸賞慕集された 
初めての当選図案 


円銀貨 


改三分極印錤メキシコ銀（洋銀 • ドル銀） 


纖 


%^m 


東洋の贸易に根強い力をもつたメキシコ銀は 
金の海外流出と入れ替つて盛んに我国に渡来し 

慕府もその流通を認め「34三分定」の極印を押 
し正貨とした。 



雷 X 


明治4年発行 
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当時は龍図が表とされていた 


表 


明治7生発行 
同31年4月1日限り通用禁止。 


#• 



■層逢 

ノ 


m 9〇〇 


SB 100 

乜搔1寸24は目7匆176 


分^^ ▲ 


主として貿易用として作られたので 
当時のメキシコ銀同様900位銀416グ 
レイン（置目）と刻まれている。 


明治8年発行 




品位 


錤900 
^ 100 


裏 


醒1寸2 4.卵7匁245 


表 


一 W 銀の名を貿易銀と改め少し量目を加え米国銀貨と同 
一としメキシコ銀及び米国銀を東洋貿易市場から馬<逖す 
る目的であつたが、その結果大量の海外流出をきたし、 
間もなく旧の一円銀に復帰した n 


:§£=この頁莩真はいずれも拡大図 






















明治三年発行 


明治六年発行 


明治三年制定 


明治六年発行 


明治四十年より発行 
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日本銀行券の図案改正 

ノ. ご、. . ： ' •し、 4^22年9パ 

mm -： 下図竹像のし•人.逸定 j れたまた人像を.入れることは偽造時と ( こ役立つのてある 



管原道真 j 反上田村麻 s 扣氣清麻呂 籐原鎌足 


目本銀行兌換銀券 明治二十二年五月よリ発行 




cNlPPONUINKO 




「武内大 Ui 」 像 

人 伶を推 面に揭 けることになつてから の骹初の も 
の尙此鈀行券け現在でも通用される，大 1 K 五年 
八パ丨 / in より記番兮をアラビヤ数字に変更して 
発行 


実寸87% x 152% 


















Nippon 版湖 

•で，，ゾ，，心 'ノ (/• 广6 , 

ノ X〆 "/ す，ナノ，" </，〆• 




mam 


原寸95\ x 158",； 


本銀行兌換銀券 




9 圓五 • 


• ㈡ : 


SK 


w： 


% 


「哲原道真」 





此頁の銀行，夺. i> 部昭和て年 （1927) 四）〗公布の ft 換銀行券繫理法により昭和|•四年(1939) 
末 H 限り（強制通用力を尖う）通用を啟止されることになった 0 



日本銀行創立後明治十六年)発行された銀行券 

舂円券 C 現6:通用) 


此券は咐和2年の換銀行券惟理法から除かれて以來 
最近の小額通貨の敝理にも觸れ『現在も通用する 












五円券 （その三） 

日本銀行兌換券 

昭和十七年一月六日発行 奉 昭和五军二月-日よリ 



原寸 75« xl 33 X 「菅原道真」像 表 原寸 76% xl 32« 「菅原道真」像 

本頁下段の昭和二 I •一年三月発行のもの以外は昭和二十一年 （1946) 三月七日限り「日本銀行券預入令」によって強制通用力 
を失つた0 


原寸 77 % >：135% 1菅原道真」 

昭和19年11パ 2 on より番号を廃して記号だけとなつた 
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「和気淸时」像 

昭和十七年一月新に「日本銀行法」が制定され 
金銀 K や金銀地金を兌換準備とする從宅の法伊 
の規定を取止めて、金銀貨や金銀地金は国債や 
«良な手形などと同様に、お札発行の保 S とし 
て扱われることになり、従つてこ n までの日本 
銀 n 兌換券という名前ほ単に日# .浓行券という 
名前に改められた。昭和十九 年八目二げ ^ 
り_の漉入を変更して発行された 
昭和二|•一年（1946)二月金融緊急措 H によ〜 
て新円に切替の為三月七 IH 限り「日本銀行^^ 
入令」によつて強制通用力を失つた。 


「和気淸 Iff J 愧 表 

昭和‘•年 （1927) 四 rj 公布の兌換銀行券粮理法により昭針四年 
(1939) H 月末 HPK り（強制通用力を失う）通用を禁止された 

昭和五年五月:;十一日奸 




日本銀行兌換券 
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兌換券最後の拾 R 紙幣 「和気清蚜」像 表 

昭和二年四月兌換銀行券整理法の成立に基づいて改造券 として 新 
く発行さ n たが昭和ニイー年 （1946) 二月金融緊急措0によつ 
新日本銀行券（新円）が発行され昭和二;十一年三月七 n 限り 「 n : 
銀才 f 券 nl 入令」によつて強制:通用力を失った。 


日本銀行券 


昭和十八年十二月十五日よリ発行 
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「和気清脬」像 表 

明治四十三年九月一 n より記号をアラビヤ数'料こ変更して発行 c 
昭和二年(1927)四月公布の兌換銀行券整理法(こより昭和和四 
年 （1939) 三月末日限り（強制通用力を失う）通用を禁止された。 
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明治二十二年五月発行 
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日本銀行兌換銀券 
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明治十八年五月発行 
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実寸 95% Xl 58 t ； 

奄广昧が出ていることから拾円のことを猪といわれるようになつた 
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日本銀行券（拾円券) 


昭和十九年十一月二十日よリ発行 


•崖獻 





秀 ^^ 


ユ^ P ^. 


m 

攀: 


「和気 m 脒」像 

印刷局では ir 、 大な占領地域で使うお札（軍用手韻） 
の印刷に追われていたため紙把の番 *? •も廢し記号 
のみとして印刷の製造能力をあげ通 it の増発に備 
えるに至った。尙昭和二 I •年六月二日より用紙の 
漉入も変更して発行された 


実寸 87% x 147% 


昭和二十年八月十七日よリ発行 
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「和気清®？」像 

用紙の質をおとし • 印刷も手をはぶいて平版印刷に 
よる粗末なものとなつた、記兮 （70) 以後のものは 
地紋刷が•一色となつている。いわば当時の社会情5! 
を反映したお礼のモンぺ版といえましよう。 


実寸81% X 141% 

此 B の紙幣は全部昭和二 I •一年〇946)二月金融®念措によつて n 本銀行券 m 入令か発令、新日本銀行券，、新円〉 
か発行され!切替の為三月七日限り漀理された。 
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問題になつた拾円券 


日太银行券 


昭和二十一年二月二十五日癸行 
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国会議事堂」 


厂現在通用） 表 


偶然の重なリが多くて、国会に於て問題になつたこのぉ 
礼の図柄はもともと、仏教よリ取リ入れたもので 原図に 
は國会議事堂の写真てなく、橐師如来の H 身で十二神 R 
のうち伐折羅の激怒した面相が揷入されていたが当時通 
貨ゃ郵便切丰の図案は連合軍司令部の統制下にあつて、 
それが許可にならず取敢えず国会議事堂の正面図を揷入 
した。從つて図柄左方四つの円形後様も蓮台の側|«囡て 
あリ、それ|*»拾及10の字 を 入れて ある 裏面の 種々 な図 
柄も全て仏教による弓 I 用にてここてはそれらの說明は宗 
教家の研究発表に任せたい 


拾円券の原図作品（表•裏） 
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■ 圓ヰ^ 

、 WBtei ) 行咖: 
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この樓様が（瑞雲と水蓮裏面に四十八個あることも 
仏教による四十八願の成就を表わしたものであること 
を一例として附記して置こう 
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昭和二十一年二月の斩円用凶龙を前年の二十年秋に印刷局や民間の 
五大印刷会社滓か r 募集した作品の一つでこの原図で判る通り、仏像 
は国会議 m 堂と入 替え、 （¥10) の 部分 下図 も〔¥1000)部分 下図を 拓： 

少したものであることか？：)かる， 
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日本銀行券 


昭和二十六梅 



実寸69% x 145 乂 （現在通用） 裏 
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明治十八年九月八日発行 
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r 大黑天」 像 考 

この w 円 f { j : 最初の もので当時 百 円とは大金で IK 民に 
は緣の遠 >、お札であつた， 

i 

昭和二年(1927)四月公布の fc 税銀行券整理法により 
昭和 I •四年(1939)三月末日限り（强制通用力を失う) 
通用を禁止された.， 
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日本銀行兌換券 


昭和六年七月二十一日発行* 
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「藤原鎌足」像 

昭和二十一年三月七日限り「日本銀行券預入令丨によつ 
て強制預金により通用力を失つた 
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六: E 六年十一月二十日発行 
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咕种: fiL 年一月十よリ 







I 本銀行券 

昭和十九年ミ月斯 
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実寸93% X 162% 


粗禾なね礼が流通して いる 国はそれだけで インフレが 進んでいる 
ことがわかる、紙質も悪く、卜円券と同様に平版印刷で作られて 
いるのは終戰当時の资材不足が知られる。 


実寸93% X 160% 裏 

本頁の上•中段二沌は昭和二十一年三月七日限り r 日本銀行券预入令」によって強制 f 通用力を失った 
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日本銀行兌換銀券 


明治二十四年十一月十五日発行 
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「藤原鎌像 

この銀行券より日本銀行のマ—クが入れられ、マ-クのこと 
を俗に目玉と呼ばれている此卷発行の当時は記号も漢字を 
用いていたが、大正六年九月一日より記号をアラビヤ数字に 
変更して発行された。昭和二年(1927)四月公布の 1 i 換銀行 
姿喂理法により昭和 I .四年（ 1939 )三月ゼ日限り（強制通用 
力を失う）通用を禁 ill された0 
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昭和二年四月二十五日発行 
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r 菅原道真」像 

此の紙幣は昭和十七年一月四日附大蔵被 
示により発行されることになつていたが • 
当時は発行されず、昭和二十年（1945)¢ 
戰直後初めて市場にでたが新円に切替の f 
通用を禁止された。 


未 It 有の経済恐慌に当つて、三日間で製造され急拠発行されたもの、 
従つて琪面は無印刷のお粗末なもの、後これを琪白券といつた。昭和 
二十一年三月七日限り「日本銀行券贸人令」によって强制通用力を失 

つた。 


三回目の貳百円券 


日本銀行兌換券 


昭和二十年八月発行 


二百円券はこの他に昭和二年五月十日 
吿示によるものがあつたが実際には当 
時発々ラせず、昭和二十年八月終戦直後 
初めて流通した U 武內大臣像」 97% 
X 188%) ものがある 
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実寸73% x 123%印刷様式は平版二色刷表 
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日本銀行兌換券 
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「板州退助」像（現在通用） 
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「聖徳太子」像 


だのむ 札と形も巡つてァメ 5/ 力の た 冬し 
t うに 横 E で:、去瓯扣 こ 竹 像を 入れ、， 
は蚬儀が入れられ N 木文字は交典 n 
0 •:以外は (七 われて いない 


印刷の度数を百円札に例をとれば、表六度•ん 
三度の合計九度刷りで、しかも各段階の受渡しに 
は数 I •回に亘り嚴爪な検査が行われる0 


登円券はオフセツト印刷機で 

大最生産的に作られる 


お札の印刷は1"1版 i いう_彫刻の 
屮で最も嫌しい原版を作るのである 
これが出来る人は n 本全体でも神め 
て少なく、殊にわ礼の似版を作れる 
人は L 3 宝といわれる fV . 少なく、専門 
濠の問ではどこの淮ヒ名前もぶ性も 
有名になつてわります 


凹版印刷で作られる百円卷 


(現在通用） 裏 


日本銀行兌換券 昭和二十年八月十七日発行 
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優美な紙幣 寮 L 今の印刷 局） 当時の庁舍 

この写真は大手町に明治九•十月竣工当時のもので創設は明治四年 （1871) 大蔵省の 
中に設けられ、紙幣司に始まり紙幣寮•紙幣局•内閣印刷局等を辛て今 R の大蔵竹印 
刷局に甲る当時は紙幣の製造のみでなく、紙幣の発行や交換の事務も行つていた 


明治儿年!^幣局のほ立を企て、工事着手以来满二年後（明治三年十一月）豪華な欧風建築物が竣 
エ、诏四年四月四日操業式が行われ、七月ぶ頃より同所で造られた貨幣が発行されるようになっ 
た。当時わが国は科学的知識が普及せず各種の工業は幼稚な国内工業の域を脫 していなかったか 
ら、大煙突を空中に筇立した大工場は世人を胬嗔せしめた。 


現在の大阪 造幣局 


拾 銭 券 

日本錤行小額券 


昭和19年発行 
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昭和28年小額通貨整理に関する法律により同年12月31日限り強制通用力を失つた 




































江戶時代の駿河町も今では高/ Fr 建築にすっかり変り 

見違えられる。 

左三越本店と右三井銀行本店 


江戸浮世絵の大家鍬形蕙各.が 

文政四年(一、八ニー年)に沓ぃた肉筆 
江戶駿河 wr 越後屋並に三井兩替疝の全景 




文政四年から五拾余年後の 

越後屋及三并銀行 

明治六年 ( I、八七三年)撮影のもの 

右方は明治六年設立された-_::井銀 rr で n 一一井ハゥス」 
「三井バンク」と当時の人は云つた。 

屋根の上に M が附けてぁる。左の Y r i 風な建物は越後屋 
(明治三十一年十二月三越炅服店 i 改稱)で街路のガス 
燈及び入力車等新旧®乱時代の面影を傯ぶ事が出来る。 
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昭和六年十二月，政友会の犬赛内閣成立す るや直ちに 
高楢蔵相は金の輪出再禁止を発表言論界も特輯版を発 
行して当時の金政策問翊を発表した。 
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金輸出解禁当時の新聞記事 
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経済界不況のとき、洪口内閣は寺内内 fH] (大正六年)以来の 
f •輸出禁11-.を解除し、政府の財政整理、緊縮政策の樹立と国. 
民にも消費節約持続を要望した。新聞写真にあるように当時 
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換入の群等は経済政策(:よる記録の一つとして忘れることの 
できないものである 
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首相官邸に於け る 閣僚会議の写真で 右から当時の 
井上蔵相、松田拓相、浜口首相、仙石満鉄総裁、 
幣原外相、宇 i-H; 陸相。 
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百円証紙 



証紙をはつた新円の登場 昭和二十 一 年三月七 B 以降 
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湯島天神 



落語で有名な杉の森 
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#院境內富班興行の絵図 


孔を穿ちたる方数尺の祐の中に番号を記した札を人れ錐を以ってその孔より突き初めて突き 
出たものを矛一の当り籤として順次これを行った、当時当り籤の金額は毛千両よ0■五ね、両に 
至るものであった尙当日は寺社奉行より與力が出版して立会った 


達筆に書かれた富籤札 
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江戸民芸の美しさ 
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政府くじが十年の間，一般时政資金調逹のため少からぬ貢献を残した後、 
今では全国自治宝くじが、道路、住宅、六三制等々の再建のために一役を買 
つている。さてあなたの県や市では自治宝くじ一回の発売で幾何の財政資金 
が得られ • どのような事業に使われているでしようか。 

参考までに30年9月発売の宝くじ発行目的一覧表を掲げてみた。 


a 、し刀十3の对称てめな仰阁の现贫艽彐 x めリ， 

宝くじが地方財政充当と目的し大幅に広がつたが、もとよ I 
中産階級以下を対象として発行されるもので、庶民の夢を券 
しむ気持には変りはないであろう。 


400 


'^■<C 



400萬円当籤の宝くじ抽籤会場風景 

風車抽せん器が、： te なじみのメロデイにのせてくるくるとまわり、人気者の手によつて放た 
れる一矢ごとに満場われるような拍手が起る、さてこの一等四百万円の当り番号くじ、この広 
い空の下のどこかに、四百万円長者は住んでおられるでしよう118頁の昔の夢と対象して面白い 0 
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戰後に一般大衆の人気を集めた新聞小説の 

「望みなきに非ず 云々」等の表題等を 

うまく使って街頭で宝籤が充られている風 
景は全国各地に見られた， 
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1 〜 2 〜 3 月と輪出額は前年の好期に戾つてきた、加ん 
し輪人の制約と相交り、その効果が現ながらも闪価は J ； 
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デフレ政策は、日本の割髙物価の改择となり、輪出額は増加 
政府のデフレ政策えの実施わ危ぶまれわれてくると闪相場も 
保ち合つてくる0 


2911 月 
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「自由為棒相場」と名はいいが所謂ヤミ相場、国内の経済が 
，安定で国際間の収支が惡くなると MJ の fifi 打が下落する。この 
頃の値がそれで、也にはレ*" ■ 卜切下げの卩け•がしきりに飛んだ。 

7 月 iftill 



政策にょる輪入の減少に反し輪出額は、3月以来好調を保ち、 
更に上界の気はいに変つた。 



日本の経済は外国貿易に多くを依存しなければならないだけ 
に海外での信用が一層大切だ0国際収支が艮くなると、 W の値 
打ちは上ってくる、年初となら著しい回復だ。 
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